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▼
保
育
園
の
卒
園
式・修
了
式
の
取
材

に
行
き
ま
し
た
。将
来
の
夢
を
大
き
な

声
で
力
強
く
発
表
す
る
子
ど
も
た
ち

は
、み
ん
な
と
て
も
立
派
で
し
た
。そ

し
て
そ
れ
に
答
え
る
保
護
者
の
皆
さ

ん
は
、わ
が
子
の
晴
れ
姿
に
思
わ
ず
涙
。

子
ど
も
た
ち
の
両
親
へ
の
感
謝
の
言

葉
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、思
わ
ず
目

頭
が
熱
く
な
っ
て
き
ま
し
た
▼
菊
池

市
菊
池
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。健
康
器
具
や
温
泉
な

ど
が
あ
り
、木
の
香
り
が
心
地
よ
い
施

設
で
す
。早
速
訪
れ
た
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
は
、新
し
い
憩
い
の
場
で
笑
顔
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
▼
私
た
ち
を
支

え
、菊
池
の
歴
史
を
築
い
て
き
た
人
た

ち
。そ
し
て
未
来
の
菊
池
を
担
う
子
ど

も
た
ち
。こ
の
ま
ち
を
も
っ
と
、み
ん

な
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。  　
野
中株式会社西川印刷

（
再
生
紙
使
用
）

編
集
後
記

菊文館 菊池市文化会館
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ 菊池公園多目的グラウンド
七支所 七城総合支所

七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター
旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公

旭公図

旭志公民館

旭志公民館図書室
泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ5月
行事予定
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

4/29 4/30 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

健康相談
9:30 ～10:30
（受付）　泗支所

弁護士相談
9:00 ～12:00
（要予約）
行政相談10:00 ～
12:00　菊中公
出張相談所開設
（要予約）10:00 ～
15:00　菊中公
６・７カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

６・７カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　旭憩家

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　七多セ

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ

きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～　菊公図
しすいっ子童話会
のおはなし会
14:00 ～　泗　図

13 14 15 16 17 18 19
育児相談
9:30 ～10:30
（受付）　西部セ
健康相談
9:30 ～10:30
（受付）　菊中公
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30
（受付）　菊中公

ポリオ予防接種
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館
認知症サポーター
養成講座
14:00 ～
菊池市福祉会館

すくすくクラブ
10:30 ～　（受付）　
児童セ
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

不動産鑑定巡回無
料相談会　13:00
～16:00　菊中公
３歳児健診
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～16:30　
菊中公

おたのしみかい
10:30 ～　菊公図
古典を楽しむ会
14:00 ～　泗　図

20 21 22 23 24 25 26
おたのしみかい
14:00 ～　泗　図

健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　旭支所
納税相談夜間窓口
開設（～5/25まで）
～20:00　徴税課

育児教室
9:30 ～10:00
（受付）　西部セ

弁護士相談　9:00
～12:00（要予約）
行政相談
10:00 ～12:00
七多セ
すくすくクラブ
10:30 ～
（受付）　児童セ
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

ポリオ予防接種
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館

おはなしの部屋
11:00 ～　泗　図
３歳児健診
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館

きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～　菊公図
しすいっ子童話会
のおはなし会
14:00 ～　泗　図

27 28 29 30 31 6/1 6/2
軽トラ朝市
7:00 ～12:00
迎町・中央通り・立町

健康相談
9:30 ～10:30
（受付）　七多セ

もの忘れ相談会
13:00 ～16:00
菊中公

２歳６カ月児歯科
健診
13:10 ～13:40
（受付）　菊文館
認知症介護家族の
つどい
13:30 ～15:30
菊中公

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ

6/3 6/4 6/5 6/6 6/7 6/8 6/9
健康相談
9:30 ～10:30
（受付）　泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30
（受付）　菊中公

ポリオ予防接種
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　七多セ

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

３歳児健診
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館

公立保育園３園が民営化しました
菊池市菊池老人福祉センターがオープンしました

平成 24年度当初予算が決まりました

髙岡　孝さん

PICK UP

NEWS FLASH

菊池人
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「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、伝統を受け継いでいる人
など、菊池で頑張っている人
を募集します。本市在住であ
れば、自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報広聴係
　☎ 0968（25）7200

菊池人
髙岡　孝さん
NEWS FLASH
平成 24年度の当初予算が決まりました
PICK UP
公立保育園３園が民営化しました
菊池市菊池老人福祉センターがオープンしました
TOPICS
老人クラブ芸能大会が開催されました／市民２人が熊本県社会
福祉功労団体等知事表彰を受賞／安重根から贈られた遺墨のレ
プリカを市に寄贈／ようこそ菊池市へ！福島県の子どもたちと
遊ぼう！０円キャンプスクール／長年の環境美化活動　髙木正
康さんに感謝状／菊池渓谷山開き　ほか

遠野市沿岸被災地後方支援活動へ参加して
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

健康だより
すこやか子育て健康情報　～小児の嘔吐・下痢～
ポリオ予防接種／献血にご協力をお願いします／歯ッピーキッズ  
ほか

文芸きくち
図書だより

シリーズ菊池遺産／人権同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り　菊池グリーンツーリズム
こんにちは金です

情報つう
▼お知らせ
自動車税の納付は５月 31日までにお願いします／軽自動車税
の納付期限は５月 31日です／平成 24年度土地価格等縦覧簿・
家屋価格等縦覧簿の縦覧と固定資産税課税台帳の閲覧／春期狂
犬病予防集合注射と犬の登録受付を行います／職員人事異動／
家庭の人数に変更があった場合は早急に連絡を／春の農作業安
全確認運動の推進／繁殖期の野鳥保護および指導取締強化月間
／ご注意ください！光化学スモッグ／新しい介護保険料が決ま
りました／平成 24年度検診申込書提出のお願い

▼申請
身体や精神に障がいがある人の軽自動車税減免／平成 24年度
住宅用太陽光発電システム設置費補助金の申請を受付中です／
生ごみ処理機などの購入に対して補助金があります

▼募集
市営住宅補充入居者を募集します／統計調査員を募集していま
す／児童センターすくすくクラブ／健康料理教室会員募集／
プール監視員募集／「幼児水泳教室」生徒募集／つまごめ荘デ
イサービス利用者募集／菊池市健康づくり教室～いきいき養生
塾第１・２期生～参加者同時募集！／シルバー作品展への出品
作品を募集／平成 24年度警察職員採用試験（警察官Ａ・警察
行政）／男女共同参画社会づくり地域リーダー研修生を募集し
ます

▼市民の広場／講演・講習／相談　ほか
認知症サポーター養成講座／キャラバン・メイト養成研修／認
知症介護家族のつどい／不動産鑑定巡回無料相談会／納税相談
夜間窓口を開設します／無料法律相談会／もの忘れ相談会／休
日在宅当番医／ Happy Birthday 　ほか

今 月 の 表 紙
３月24日、第一幼楽園・
第二幼楽園・砦保育園で、
公立保育園としての最後の
卒園式と修了式が行われま
した。表紙は、第二幼楽園
の卒園式で保護者や先生に
見送られる卒園児たち。周
りに笑顔をふりまきながら、
新たな一歩を踏み出しまし
た。（関連記事６ページ）

３月末の人の動き

人口：51,173人 
男性：24,587人 
女性：26,586人
世帯：18,155 世帯 

（対前月比）
（－117）
（－60）
（－57）
（＋33）
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革工芸唐草教室講師

髙
た か お か

岡　孝
た か

さん（91 歳）
菊 池 人

生
き
る
こ
と
は

新
た
な
自
分
の
発
見

　髙岡さんが手にしている本は、卒寿記念に制作した詩歌集「花わらび」。
髙岡さんの数十年にわたる思いが込められた作品だ。髙岡さんはこのほか、
菊池に伝わる伝承料理のレシピなどをまとめた「菊池野の手帖」（昭和 55
年初版）という料理本も制作し、伝承料理の継承にも尽力している。
　40 数年続けた保護司では、多くの人の更生と社会復帰に貢献した。髙
岡さんは、「人の更生に携ったことで自分も成長することができた」と話す。
平成 10 年には勲五等瑞宝章を受章し、定年の 80 歳まで務めた。「前に歩
き続け、実行することが私の哲学」と語る髙岡さん。その目は今も光り輝く。

　

自
宅
の
庭
で
笑
顔
を
見
せ
る
髙
岡
さ
ん
。

60
歳
の
と
き
か
ら
31
年
間
、「
革
工
芸
唐
草
教

室
」
で
講
師
を
続
け
て
い
る
。

　

髙
岡
さ
ん
は
、
社
会
教
育
主
事
と
し
て
菊

池
市
中
央
公
民
館
に
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
、

婦
人
学
級
と
し
て
料
理
教
室
や
裁
縫
教
室
な

ど
を
開
設
。
そ
の
中
の
一
つ
に
革
工
芸
教
室

が
あ
っ
た
。「
革
に
は
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
り

一
つ
一
つ
違
う
ん
で
す
。
伸
び
た
り
縮
ん
だ

り
硬
さ
も
ば
ら
ば
ら
。
色
を
塗
っ
た
り
模
様

を
彫
っ
た
り
も
で
き
ま
す
。
今
で
も
魅
了
さ

れ
て
い
ま
す
よ
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。
作
品

を
作
る
た
び
に
新
た
な
発
見
が
あ
る
と
い
う
。

「
今
で
も
時
間
さ
え
あ
れ
ば
革
細
工
を
し
た

か
と
で
す
よ
」
と
髙
岡
さ
ん
は
笑
っ
て
話
す
。

　

多
い
と
き
は
40
人
ほ
ど
い
た
教
室
の
生
徒

も
、
今
で
は
10
人
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
髙

岡
さ
ん
は
、「
み
ん
な
で
作
っ
て
い
る
時
間
が

一
番
楽
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
そ
ん
な

髙
岡
さ
ん
を
慕
う
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、「
91
歳

の
先
生
が
教
室
で
一
番
元
気
な
ん
で
す
よ
」

と
笑
い
な
が
ら
口
を
そ
ろ
え
る
。
髙
岡
さ
ん

は
登
山
も
好
き
で
、
86
歳
の
と
き
登
頂
し
て

以
来
、
90
歳
で
２
度
目
の
八
方
ヶ
岳
登
山
に

挑
戦
し
た
。「
登
頂
で
き
た
喜
び
は
、
今
で
も

宝
物
で
す
」
と
髙
岡
さ
ん
。「
も
う
一
度
挑
戦

し
た
い
」
と
意
欲
も
衰
え
な
い
。

　
「
こ
の
年
に
な
っ
て
も
新
し
い
発
見
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
」
と
髙
岡
さ
ん
。
革
工
芸

な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
や
ア
イ
デ
ア
も
、
ふ
と
し

た
生
活
の
中
で
見
つ
け
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
。「
不
思
議
だ
な
と
感
じ
た
こ
と
を
、
考
え

た
り
調
べ
た
り
し
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
心

は
満
た
さ
れ
、
生
き
て
い
る
喜
び
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
」。

1_ 月３回の革工芸唐草教室／2_自宅
に飾られている革工芸作品。これまで
制作した作品は、キーホルダー、財布
やバッグなど優に1,000点を超える／
3_菊池の伝承料理本「菊池野の手帖」
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３
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当
初
予
算
が

　 決
ま
り
ま
し
た

歳入 歳出

知っておきたい
「財政用語」
歳入
■自主財源
　地方公共団体が自らの権限に基づ
いて自主的に収入するもの
■依存財源　国や県の意思決定に基
づき収入されるもの
■市税
　市民税や固定資産税など、市民の
皆さんからの税金
■その他　分担金、負担金、使用料、
手数料、繰越金、諸収入など
■地方交付税
　地域ごとの状況の違いを調整する
ため国税の一部から交付されるお金
■国庫・県支出金
　特定事業に対し国・県から使いみ
ちを指定して交付されるお金
■市債
　長期間利用される市の施設をつく
るためなどに借り入れるお金

歳出
■義務的経費
　人件費、扶助費、公債費を合わせ
た、毎年必ず支出が必要となる費用
■人件費
　職員の給料や退職金などの費用
■扶助費　保育所の運営、生活保
護、児童手当、医療費の援助などの
費用
■公債費
　過去の借入金に要する返済のため
の費用
■普通建設事業費
　道路工事や施設などを建設する事
業に要する費用
■物件費
　消耗品や備品などに要する経費、
委託料、光熱水費など
■補助費等
　公益的な事業などに対しての補助
金や負担金など
■繰出金
　一般会計から特別会計などに支出
する経費

　

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

が
与
え
た
社
会
経
済
へ
の
甚
大
な

影
響
は
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安

心
へ
の
関
心
を
高
め
、
危
機
管
理

の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
国
は
、
多
額
の
復
興

財
源
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
緊

急
に
実
施
す
る
防
災
・
減
災
事
業

に
つ
い
て
は
、
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ

る
市
税
に
つ
い
て
は
、
年
少
扶
養

控
除
の
廃
止
に
伴
い
市
民
税
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
企
業

の
景
気
は
社
会
経
済
や
個
人
消
費

が
進
ま
な
い
状
況
で
低
迷
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
少
子
高
齢
社
会
の
進

行
や
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
背
景

に
、
社
会
保
障
費
が
年
々
増
加
し

て
お
り
、
財
政
面
で
の
厳
し
さ
が

増
す
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
な
か
で
平
成
24
年
度
に
お
い
て

は
、
コ
ス
ト
意
識
を
高
め
、
市
民

が
一
体
と
な
っ
た
市
民
総
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
、
市
民
と
行
政
の
協

働
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
健
全
な
財
政

を
目
指
し
ま
す
。
市
内
外
か
ら
、

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
住
ん
で
み

た
い
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
事
業

を
展
開
し
、
本
市
の
魅
力
を
広
く

発
信
し
て
若
者
の
定
住
化
を
促
進

し
ま
す
。

　

菊
池
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
に
向
け

た
事
業
と
し
て
、
九
州
新
幹
線
全

線
開
通
に
伴
う
関
西
や
福
岡
方
面

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
情
報
を
発
信
し

ま
す
。
各
種
団
体
と
の
連
携
、
観

光
や
歴
史
文
化
な
ど
総
合
的
な
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
観
光
客

誘
致
を
推
進
し
、
地
域
経
済
が
活

性
化
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　

合
併
し
て
８
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
本
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
で
あ
る
「
豊
な
水
と
緑
、

光
あ
ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
効
果
的
な
予
算

編
成
と
し
ま
し
た
。

不
安
定
な
雇
用
と
景
気
の
停
滞
が
続
く
な
か
、「
菊
池
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
重
点
的
な
施
策
と
第
二

次
行
政
改
革
大
綱
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
確
実
に
実
施
す
る

た
め
、
事
業
効
果
を
重
視
し
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
の
概
要

予
算
の
規
模

　

一
般
会
計
予
算
は
平
成
23
年
度

当
初
予
算
と
比
べ
て
１・
２
％
増

の
２
３
８
億
９
０
０
万
円
で
す
。

■
歳
入

　

主
要
財
源
の
市
税
で
は
、
年
少

扶
養
控
除
の
廃
止
に
よ
る
個
人
市

民
税
の
増
収
を
見
込
み
、
前
年
度

比
３・５
％
増
の
47
億
７
７
７
３
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
国
・
県
な

ど
の
特
定
財
源
を
加
え
て
も
不

足
す
る
歳
出
に
見
合
う
財
源
に
つ

い
て
は
、
将
来
の
健
全
な
財
政
運

営
を
検
証
し
、
地
方
交
付
税
の
振

り
替
え
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債

９
億
円
の
発
行
と
財
政
調
整
基
金

を
９
億
５
７
０
０
万
円
取
り
崩
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
歳
出

　

第
二
次
行
政
改
革
大
綱
な
ど
に

よ
る
行
財
政
改
革
に
基
づ
き
、
職

（目的別）

■一般会計当初予算及び人件費の推移

（性質別）
右の円グラフは、平
成24年度当初予算
の「歳入」「歳出（目
的別・性質別）」を表
しています。

員
の
定
員
管
理
、
事
務
の
効
率
化

や
民
営
化
を
実
施
し
、
人
件
費
を

含
む
経
常
的
な
経
費
を
前
年
度
か

ら
４
億
６
９
７
１
万
円
縮
減
し
、

１
７
４
億
８
３
１
９
万
円
計
上
。

普
通
建
設
事
業
で
は
、
老
朽
化
し

た
橋
り
ょ
う
の
修
繕
、
道
路
改
良

や
住
宅
建
設
な
ど
に
よ
り
前
年
比

29
・
２
％
増
の
35
億
６
５
９
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

紹
介
し
た
平
成
24
年
度
予
算
に

つ
い
て
は
、
財
政
課
で
予
算
書
の

閲
覧
が
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
分
か
り
や
す
い
「
市
民

向
け
予
算
書
」
を
掲
載
し
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

「
菊
池
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課
財
政
係

　


０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
５

グ
ラ
フ
で
見
え
る
当
初
予
算

市税
47億 7,773 万円
20.1%

民生費
81億 6,084 万円
34.3%

扶助費
48億 7,963 万円 
20.5%

義務的経費 
49%

投資的
経費 
14.7%

その他の
経費
36.3%

商工費
3億 4,905 万円 
1.5%

議会費
2億 5,040 万円
1.0%

その他
1,800 万円 
0.1%

土木費
37億 2,035 万円
15.6%

公債費
27億 9,663 万円
11.7%

総務費
22億 3,447 万円
9.4%

教育費
20億 2,431 万円
8.5%

衛生費
18億 2,794 万円
7.7%

農林水産業費
16億 8,583 万円
7.1%

消防費
7億 4,118 万円
3.1%

その他
22億 837万円
9.3%

地方譲与税等
9億 6,319 万円
4.0%

地方交付税
80億円　33.6%

国庫支出金 
32 億 1,400 万円 
13.5%

県支出金
16億 7,751 万円
7.0%

市債
29億 6,820 万円
12.5%

217億
3,800 万円

44億 4,235 万円 44億 2,099 万円
43億 1,978 万円

39億 8,304 万円

44億 2,433 万円人件費

Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

217億
9,191 万円

220億
4,700 万円

235億
3,500 万円

238億
900万円

自主財源
29.3%

依存財源
70.7%

総額 238億900万円 総額238億900万円

人件費
39億 8,304 万円 
16.7%

公債費
27億 9,663 万円 
11.8%

普通建設事業
35億 659万円
14.7%

物件費
29億 4,972 万円 
12.4%

補助費等
27億 7,258 万円 
11.6%

繰出金
25億 2,343 万円 
10.6%

積立金
2億 987万円 
0.9%

維持補修費 
1 億 159万円 
0.4%

その他
8,592 万円 
0.4%

平成24年度
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公
立
保
育
園
３
園
が

　
　
民
営
化
し
ま
し
た

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

運
営
が
始
ま
り
ま
し
た

　

施
設
運
営
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き

た
公
立
保
育
園
３
園
（
第
一
幼
楽
園
・

第
二
幼
楽
園
・
砦
保
育
園
）
の
民
営
化

が
決
定
し
、
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
運
営
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
営
化
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
外
部
有
識
者

に
よ
る
協
議
を
重
ね
、
一
層
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
と
効
率
的
な
運
営
を
図
る
こ
と

を
目
指
し
て
民
営
化
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
、
民
営
化
し
た
こ
と
を
理
由
に
、

入
所
の
条
件
や
保
育
料
が
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
と
し
て
も
、
引
き
続
き
円
滑
な
保

育
園
の
運
営
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
関
わ
り
続
け
て
い
き
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　新しい園名と連絡先は次のとおりです
❶菊池第２さくら幼楽園（旧：菊池市第一幼楽園）
　所在地　菊池市隈府 785
　園　長　本

ほんどう
藤ヨシ子　☎ 0968（25）2918

❷菊池第２幼楽園（旧：菊池市第二幼楽園）
　所在地　菊池市隈府 441
　園　長　冨

とみた
田知

ち え こ
惠子　☎ 0968（25）3035

❸砦保育園（旧：砦保育園）
　所在地　菊池市七城町流川 212
　園　長　岩

いわき
木礼

れい こ
子　　☎ 0968（25）2270

公
立
最
後
の
卒
園
式

　

３
月
24
日
、
第
一
幼
楽
園
・
第
二
幼

楽
園
・
砦
保
育
園
で
、
公
立
保
育
園
と

し
て
の
最
後
の
卒
園
式
と
修
了
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
卒
園
児
た
ち
は
、
将
来

の
夢
や
園
で
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を

保
護
者
の
前
で
発
表
し
、
在
園
児
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
卒
園
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
体
制
で
の
保
育

園
と
し
て
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

第一幼楽園創始者である原先生の誇り高き児童福祉の理念と
歴史を受け継ぎ、子どもたちのために頑張ります（本藤園長）

卒園式・修了式スナップ
①④第二幼楽園では卒園児たちが夢をのせた風船を大空高く飛ばし
ました　②⑨第一幼楽園の卒園式で将来の夢を語る卒園児　③⑦砦
保育園卒園児への保育証書授与　⑤⑧砦保育園の卒園児たちと、み
んなが遊んだ象の滑り台　⑥第一幼楽園の卒園児たち

②③④⑤

⑧ ⑦ ⑥

⑨

❶菊池第２さくら幼楽園（社会福祉法人菊豊会）私たちが新しいスタッフです！

❷菊池第２幼楽園（社会福祉法人たけのこ会）❸砦保育園（社会福祉法人加茂川保育園）

子どもたちの笑顔のために、職員一同心を一つに頑張ります
（冨田園長）

自然豊かな環境のなか、子どもたちの心と体の健やかな成長
の手助けをしていきます（岩木園長） ①
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菊
池
市
菊
池
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
落
成
式
は
、
４
月
９

日
、
関
係
者
約
40
人
が
参
加
し
て
開
催
。

式
で
は
、
絵
画
を
寄
贈
し
た
横
枕
五
十
雄

さ
ん
な
ど
、
関
係
者
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
最
後
に
、
お
茶
で
乾
杯
し
て
、

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
高
野
瀬
区
に
あ
っ
た
同
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
い
立
て
替
え
た
も

の
。
全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る
な
ど
、

高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
設
計
と
な
っ
て

い
ま
す
。
木
造
平
屋
造
り
の
館
内
に
は
、

会
議
室
、
娯
楽
室
や
温
泉
な
ど
、
各
種
設

備
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
交
通
の
利
便
性

も
良
く
、
広
い
駐
車
場
も
完
備
。
皆
さ
ん

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
時
間

・
全
館
（
浴
室
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
10
時

・
浴
室　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

■
休
館
日　

12
月
29
日
〜
１
月
３
日

■
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
は

　

老
人
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
齢

者
に
対
し
て
各
種
の
相
談
に
応
じ
る
と
と

も
に
、
健
康
の
増
進
、
教
養
の
向
上
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
便
宜
を
総
合

的
に
供
与
す
る
施
設
で
す
。

■
地
区
敬
老
会
の
予
約
抽
選
会

　

地
区
敬
老
会
の
予
約
が
９
月
の
土
日
に

集
中
す
る
た
め
、
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

・
と　

き　

５
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時

・
必
要
な
も
の　

印
か
ん

■
そ
の
他
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

市
内
に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

広
く
利
用
で
き
る
交
流
と
憩
い
の
場
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

・
菊
池
市
七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
菊
池
市
旭
志
老
人
憩
の
家
（
太
陽
の
家
）

・
菊
池
市
七
城
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

・
共
通
事
項

　

利
用
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
10
時

　

休
館
日　

12
月
29
日
〜
１
月
３
日

菊
池
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

菊池市

問い合わせ先
　高齢支援課　 0968（25）7215
　菊池市菊池老人福祉センター　　　 0968（25）2204
　菊池市七城老人福祉センター／菊池市七城ふれあいプラザ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 0968（25）5010
　菊池市旭志老人憩の家（太陽の家）　 0968（37）3708

利用料金
100 円
200 円
300 円
100 円
無　料
150 円
無　料
60 円

施設利用区分
60 歳以上（市内）
60 歳以上（市外）
大人（中学生以上 60 歳未満）
小人（小学生以下）
重度障がい者
障がい者（大人）
障がい者（小人・市内）
障がい者（小人・市外）

※障がい者の人は入館時に手帳を提示してください。

１_ 玄関ホールのすぐ隣に作
られたふれあいコーナーに
は、テレビや健康器具などが
そろう／２_ 歩行浴も付いた
天然温泉／３_ 明るく開放的
な玄関ホール／４_ 大広間で
開かれた落成式には、大勢の
関係者が集まり、センターの
オープンを祝った／５_ 横枕
さんから寄贈された絵画は、
玄関から入って正面の壁に飾
られた

１２３

４５

位置図
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３　
　４

３/11
・20

「島のブルース」に合わせて踊りを披露する参加者たち

優勝した大津中学校の皆さん

　第７回老人クラブ芸能大会は、菊池市文化会館で
開催され、菊池市内の 48 クラブから約 300 人が
参加しました。
　本年は、マジックなど新しいことにも挑戦。社交
ダンス、花笠音頭や３Ｂ体操など、さまざまな踊り
が披露され、ほぼ満席となった客席からは大きな拍
手が送られました。参加者たちは、練習の成果を存
分に発揮し、若い人に負けないくらい元気な踊りを
披露しました。

　菊池ロータリークラブ協賛第 41回菊池郡市中学
生新人野球大会は、菊池公園多目的グラウンドで行
われ、菊池郡市内の中学校 12チーム（240人）が
参加し、熱戦が繰り広げられました。
　なお、この大会では菊池ロータリークラブより優
秀選手賞・参加賞などが送られました。
優　勝　大津中学校
準優勝　菊陽中学校
３　位　合志中学校、西合志南中学校

老人クラブ芸能大会が
開催されました

第 41回菊池郡市中学生
新人野球大会
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受賞した小中学生の皆さん

修復された輪足山東福寺の仏像

　第 24回泗水町少年剣道大会は、泗水武道館で行
われました。泗水町内の小中学校から約 50人の選
手が参加し、団体戦と個人戦で熱戦が繰り広げられ
ました。
　団体戦は、小中学生 25人１チームで、２チーム
に分かれて対戦。個人戦は、学年ごとに行われまし
た。応援に駆けつけた保護者からは大きな声援や拍
手が送られていました。

　県指定文化財である輪足山東福寺の仏像が修復を
終えて、２年ぶりに本堂に納められました。修復し
た仏像は、本尊である千手観音立像（平安末期）と
不動明王立像・毘沙門天立像（室町前期）の３体。
白蟻被害による台座の腐食や虫食い穴が多数あり、
像の状態が悪化していたため、県・市・文化財保護・
芸術研究助成財団から支援を受け、今回の修復が行
われました。当日は亘区民をはじめ、関係者により
お迎えの式典が開催されました。

第24回泗水町少年剣道大会

輪足山東福寺仏像の
修復が完了しました
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受賞した黒田さん（左前）と菊池さん（右前） 「七城のこめ」生産者と関係者の皆さん

劇団ザパリの皆さんやねだんの画家と一緒に絵を描く子どもたち

　第２回菊池市太田区竹林祭は、菊池市豊間の竹林
で開催されました。会場では、たけのこ堀体験やヨー
ガセラピー体験などがあり、シイタケなどの特産品
やお餅などが販売され、大勢の来場者でにぎわいま
した。
　また、鹿児島県鹿屋市柳谷（通称「やねだん」）
から５人の画家が応援に駆け付け、竹林にさまざま
な絵を展示。来場者の似顔絵を描いたり、子どもた
ちと一緒に絵を描いたりして楽しんでいました。

　日本穀物検定協会により、お米の味・香りなどを
総合評価した全国の食味ランキングが発表され、熊
本県城北地区代表で出品された平成 23年産「七城
のこめ」が最高評価である特Ａ（全国で 26産地銘
柄）を受賞し、その報告祝賀会が開催されました。
　「七城のこめ」は、平成 20年度より環境に配慮
した特別栽培米として生産。今回で４年連続６回目
の受賞となり、生産者の「安全・安心でおいしい米
つくり」の成果が実った形となりました。 

　韓国済
チェジュ

州島の劇団ザパリ研究所による人形劇「オ
ドルトギ」公演は、きくちふるさと水源交流館で開
催され、子どもや家族連れなど約 70人が公演を楽
しみました。「オドルトギ」とは、済州島の生活や
自然を、遊び、パントマイムや歌などで表現する作
品。劇団の３人が人形を自在に操り、自分たちも登
場人物となって島の自然や生活をユーモラスに演じ
ました。公演終了後、劇団員との親睦会が行われ、
訪れた人たちは楽しいひと時を過ごしました。

市民２人が熊本県社会福祉
功労団体等知事表彰を受賞

自然とアートの融合！
第２回菊池市太田区竹林祭

七城のこめが４年連続
６回目の特Ａ受賞

水源子ども観劇会！
劇団ザパリ研究所公演

　平成 23年度熊本県社会福祉功労団体等知事表彰
を、菊

き く ち

池佳
よ し こ

子さん（北原）と黒
く ろ だ

田　章
あきら

さん（深川）
の二人が受賞し、福村市長より表彰状などの伝達が
行われました。この表彰は、社会福祉の向上のため
の長年にわたる著しい功績が評価されたものです。
菊池さんは、視覚障がい者の読書環境・情報充実の
ための録音活動ボランティア活動が評価され、黒田
さんは、熊本県身体障がい者相談員や人権教育活動
が評価されました。受賞おめでとうございました。
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1_ 最初はみんなで自己紹介／ 2_ 弾き語りを披露する地元ミュ
ージシャンのれーなさん／ 3_ 北中卒業生と福島県の子どもたち

1 2

3
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18 代神楽連による６番剣舞の奉納

じゃんけんゲームを楽しむ子どもたち

遺墨の寄贈に際し、遺族との橋渡しをされた園
そのき
木　馨

かおる
さん（右・

元菊池市文化財保護委員）

　18代神楽連による神楽継承の奉納・お披露目が、
岩本菅原神社で行われ、多くの来場者の前で披露さ
れました。市指定無形民俗文化財である岩本神楽は、
岩本菅原神社に伝承されている肥後神楽系に属する
もので、明治４年から続いており 140 年以上の歴
史があります。
　神楽は太鼓２人、笛２人、舞人５人で構成され、
８年で交代（今回は９年）。奉納・お披露目は、８
座全てが披露されました。

　外で自由に遊べず不自由な生活を強いられている
福島の子どもたちを、春休み期間中に熊本へ招待し
ようという取り組みが行われ、福島県の小中学生
20人が本市を訪れました。０円キャンプスクール
実行委員会が主催するこの取り組みは、参加者負担
を 0円とするため、活動費用を協賛金や募金など
で調達。自然とのふれあいやさまざまな体験学習を
とおして、子どもの健やかな心と体を育むことを目
的とし、九州と東北との交流も図っています。

　初日にあった歓迎会では、菊池北中卒業生や地元
有志の皆さんと一緒にビンゴやじゃんけんゲームな
どをして遊び、子どもたちとの親睦を深めました。
　期間中、子どもたちは、かぼちゃ収穫体験、熊本
城見学、西原村でのキャンプや人力車などさまざま
な体験学習や遊びを満喫。自然と人とのふれあいを
再確認しながら、笑顔の絶えない 6日間を過ごし
ました。

　韓国独立運動家・安重根（アン・ジュングン）か
ら郷土の賢人・故園

そ の き

木末
す え き

喜氏に贈られた書のレプリ
カが、遺族を通じて本市に寄贈されました。園木氏
は菊池郡加茂川村砂田（旧七城町）出身で、明治
42年（1909年）10月、初代韓国統監だった伊藤
博文を暗殺した安重根の通訳として、処刑までの５
カ月間、その大任を果たしました。寄贈された書は
「日韓交誼善作紹介」（日韓の親善のためにはお互い
がよく知り合うことである）と記されています。

岩本区で岩本神楽継承上げ
会が開催されました

ようこそ菊池市へ！
福島県の子どもたちと遊ぼう！　０円キャンプスクール

安
アンジュングン
重根から贈られた遺墨のレ

プリカを市に寄贈

３/27
～4/1
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４　
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協定書を交換する熊日の中
なかにし
西雄

ゆういち
一常務取締役（左）と倉原教育

長（右）
受賞したラブックの皆さん。左から中

なかむら
村朱

あけ み
實さん、中

なか お
尾ヨシコ

さん、斉
さいとう
藤寿

ひさ こ
子さん、葉

は が
賀　文

ふみ
さん

　菊池市教育委員会は、児童生徒の言語活動充実を
目的に、熊本日日新聞社と新聞活用に関する協定を
締結しました。この協定により、熊日新聞に掲載さ
れた記事や写真を整理したデータベースが安く利用
できるようになるほか、教材として使う記事の二次
使用が幅広く認められるようになります。
　今回の協定締結で倉

くらはら

原久
ひさよし

義教育長は、「子どもた
ちの言語活動能力開発の取り組みの一環として存分
に活用したい」と述べました。

　読み聞かせボランティアグループ「おはなしの会
ラブック」が、平成 23年度読書活動推進功労者表
彰を受賞し、その報告のため福村市長を表敬訪問し
ました。グループは平成 13年に結成し現在 7人。
地元の小中学校を中心に、幼稚園や老人ホームなど
で幅広く読み聞かせ活動を行い、紙芝居や手遊びな
ど工夫しながら読書の楽しみを伝え続けてきまし
た。代表の中

な か お

尾ヨシコさんは、「この活動をもっと
長く続けていきたいです」と抱負を語りました。

熊日と菊池市教育委員会が
NIE 協定を締結しました

読書活動推進功労者表彰
おはなしの会　ラブック

４　
　１

満開の桜の下、スタートを切った選手たち

　第 57回熊日菊池桜マラソン大会が開催され、満
開の桜の下、市内外から約 1,600 人のランナーが
健脚を競いました。
　本大会は、ハーフコース・10kmコース・５km
コース・３kmコースの 4コース、18部門で実施。
参加した選手たちは、菊池地域振興局前をスタート
し、各中継地点を折り返して、市民広場前のゴール
を目指しました。各部門の優勝者は右表のとおりで
す。（敬称略）

第 57回熊日菊池桜マラソン大会

コース 部　門 氏　名 記録

ハーフ
男子（40才未満） 判

はんだ
田宏
こういち
一 １時間12分46秒

男子（40歳以上） 岩
いわき
木憲
けんいち
一 １時間15分45秒

女子の部 河
こうの
野文

ふみ え
江 １時間34分１秒

10km
男子（40才未満） 島

しまむら
村洸
ひろふみ
史 33分30秒

男子（40歳以上） 白
しらい
井征

せい お
男 36分48秒

女子の部 山
やまが
賀　操

みさお 41分42秒

５km

男子（40才未満） 森
もりもと
本幸

こう じ
司 16分９秒

男子（40歳以上） 吉
よしむら
村文
ふみなが
長 18分２秒

女子（40歳未満） 陣
じんかわ
川　萌

もえ 21分52秒
女子（40歳以上） 森

もりよし
吉あゆみ 21分49秒

中学生男子 本
ほんだ
多優

ゆた か
鷹 17分13秒

中学生女子 中
なかむら
村世

せ な
愛 19分34秒

３km

男子（60歳以上） 細
ほその
野　擴

ひろむ 11分36秒
女子（60歳以上） 染

そめむら
村悦

えつ こ
子 14分51秒

小学生男子１年～３年 大
おおしま
嶌遼
りょうのすけ
之介 13分25秒

小学生男子４年～６年 浦
うらかわ
川大

だい き
樹 11分21秒

小学生女子１年～３年 古
ふるかわ
川桜
さくらこ
子 13分21秒

小学生女子４年～６年 藤
ふじむら
村光

みづ き
紀 12分38秒
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交通安全誓いの言葉を述べる菊之池保育園の園児たち

感謝状を手にする髙木さん

　4月 6日から 15日までの「春の全国交通安全運
動」に伴い、平成 24年春の全国交通安全運動出発
式が菊池市民広場で行われました。式当日は晴天に
恵まれ、交通安全関係団体から多数の参加がありま
した。式では、菊之池保育園の園児たちが「『とまる、
まつ、とびださない』のトマトの約束を守ります」
と元気な声で交通安全誓いの言葉を述べると、周り
からたくさんの拍手があがりました。その後、市街
地にてパトカーによる街頭パレードを行いました。

　菊池公園一帯でごみ拾いや空き缶拾いなどの環
境美化活動を 27年間にわたり続ける髙木正康さん
（片角）に、福村市長から感謝状が贈られました。
髙木さんの活動は、市民の公共福祉の増進につなが
るだけでなく、本市へ訪れた多くの人々に好印象を
もたらしています。髙木さんは、「ごみ拾いをして
いると散歩している人たちに感謝され、『また頑張
ろう』という気持ちになります。体が動く限り続け
たいです」と思いを語りました。

春の全国交通安全運動
出発式

長年の環境美化活動
髙
たかき
木正
まさやす
康さんに感謝状

岩木団長から辞令を受け取る第 1分団の冨
とみた
田浩
ひろのり
徳さん

菊池渓谷の安全を祈願してお祓いが行われました

　菊池市消防団入団式は、菊池市総合体育館で行
われ、130 人の新消防団員が誕生しました。岩

い わ き

木
憲
のりふみ

文団長が「自らの郷土は自らで守るという使命を
深く認識し、訓練に励み、地域の第一線での活躍を
期待しています」と訓示を述べました。
　新消防団員たちは、緊張感のある式典の中、消防
団員としての使命と責任を感じ取っていました。式
典の後、消防署職員による規律訓練、小型ポンプの
使用方法などの説明を受けました。

　菊池渓谷のシーズン到来を告げる山開きが行わ
れ、関係者など約 130 人が出席し、シーズン中の
安全を祈願しました。菊池渓谷を美しくする保護管
理協議会の福

ふくむら

村三
み つ お

男会長は、「菊池渓谷は市にとっ
ても大切な財産です。この豊かな自然を市民の皆さ
んと力を合わせて守り育てていきたい」とあいさつ
しました。会場では、旅館組合が用意した温泉コー
ヒーが振る舞われ、菊池音楽協会によるコーラスが
あり、渓谷にすがすがしい歌声が響き渡りました。

平成 24年度
菊池市消防団入団式

菊池渓谷山開き

４　
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４　
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４　
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４　
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「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」
⑨

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
８
（
36
）
９
４
５
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平
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時　

商
工
観
光
課
入
り
口

　

今
月
は
自
転
車
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

免
許
が
要
ら
な
い
身
近
な
乗
り
物
で
あ

る
自
転
車
を
、
進
学
や
就
職
を
機
に
利
用

す
る
人
、
ま
た
手
軽
で
省
エ
ネ
と
い
う
観

点
か
ら
利
用
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
事
故
全
体
の
数
は
減
っ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
転
車
が
関
係
す
る

事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
の
事
故
と
い
え
ば
、
被
害
者
に

な
る
ケ
ー
ス
の
方
を
思
い
浮
か
ば
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
実
際

は
歩
行
者
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
自
転
車
同
士

の
事
故
で
重
大
な
傷
害
を
負
わ
せ
た
り
死

亡
さ
せ
る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
多
額

の
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
た
判
決
も

あ
り
ま
す
。
中
高
生
が
加
害
者
に
な
っ
た

場
合
も
責
任
能
力
は
認
め
ら
れ
て
お
り
、

被
害
者
は
加
害
者
の
親
な
ど
に
損
害
賠
償

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
万
が
一
の
場
合
に
備
え
、

自
転
車
保
険
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
転
車
保
険
は
コ
ン
ビ
ニ
で
も
契
約
で
き

ま
す
し
、
自
動
車
保
険
な
ど
損
害
保
険
の

特
約
に
よ
り
契
約
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
自
転
車
安
全
整
備
士
が
点
検
し
た
自

転
車
を
示
す
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
と
い
う
シ
ー
ル

に
は
、
自
分
の
け
が
だ
け
で
な
く
相
手
に

対
す
る
損
害
賠
償
保
険
ま
で
付
い
て
い
ま

す
。

　

特
に
新
し
く
購
入
し
た
自
転
車
は
、
乗

り
始
め
て
１
カ
月
後
に
購
入
店
で
点
検
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
ね
じ
の
緩
み
な
ど

が
あ
る
と
運
転
中
に
外
れ
て
大
き
な
人
身

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自

分
や
他
人
の
身
を
守
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
点

検
を
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
自
転
車
で

な
く
て
も
同
様
で
す
。

　

ブ
レ
ー
キ
を
備
え
て
い
な
い
「
ピ
ス

ト
」
な
ど
の
自
転
車
は
、
公
道
で
の
使
用

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
も
「
車

両
」
で
す
か
ら
道
路
交
通
法
の
適
用
が
あ

り
ま
す
。
二
人
乗
り
や
夜
間
の
無
灯
火
運

転
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
車
道
の
左
側
の
通
行
が
決
め
ら
れ
て
い

て
、
歩
道
を
通
行
で
き
る
の
は
「
交
通
状

況
か
ら
見
て
や
む
を
得
な
い
場
合
」、
70
歳

以
上
や
13
歳
未
満
な
ど
例
外
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
安
全
な
自
転
車
使
用
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

発災から1年が過ぎ、がれき処理の遅れや職員の不足、
風評被害による経済の停滞など、多くの課題を抱え復
興への歩みを始めました。
　復興には多くの人たちが被災地に心を寄せ『震災を
風化させない』ことが重要です。そのために私たちに
出来ることは、被災地へのボランティア参加や旅行、
そして、地元産品を率先して買うことがあります。私
たち菊池と縁の地でもある東北地方の被災地の復興を
支援していきましょう。

企画振興課所属
１月 10 日から 3 月 20 日
までの 70 日間、岩手県遠
野市で沿岸被災地後方支援
活動に携わる

遠野市沿岸被災地後方支援活動へ参加して

　遠野市は、東日本大震災において沿岸被災地の後方
支援基地として自衛隊や消防、警察、ボランティアな
どの活動拠点となるとともに、国内外からの救援物資
の確保や提供と避難された人々の受け入れなど、市民
と一体となった支援活動を行ってきました。本市では
いち早く被災地へ義援金をお届けするとともに、遠野
市へ職員を派遣し他の自治体や研究機関とともにその
活動を支援してきました。3月 18日の「東日本大震
災・後方支援の集い」では、参加した多くの自治体や
各種機関・市民により、行政間の相互補完と連携によ
る被災地支援の重要性が決議され、新たな復興支援
へ歩みだしました。今回の「菊池一族の縁 (えにし )」
を基調とした友好都市遠野市の活動支援は、遠野市は
もちろん、参加した自治体との大きな絆へと発展し、
今後の相互連携につながるものと思います。被災地は

前
ま え だ

田浩
ひ ろ き

規　総務審議員

発災から1年が過ぎ、がれき処理の遅れや職員の不足、

←「東日本大震災・後方
支援の集い」にて受領し
た盾。これまでの支援に
対するお礼として岩手県
遠野市から贈られた
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問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968（25）7219

健康だより

すこやか子育て健康情報
～小児の嘔吐・下痢～
子どもの病気やけがの対処方法などの目安をお知らせし、いざというとき、落ち着いて
対処していただくことを目的に、奇数月に「すこやか子育て健康情報」を掲載しています。
記事は、菊池郡市医師会の先生にご協力いただいています。

　

嘔
吐
と
下
痢
は
、
新
生
児
か
ら
小

児
ま
で
よ
く
見
ら
れ
る
症
状
で
す
。

嘔
吐
も
下
痢
も
本
来
体
内
に
入
っ
た

有
害
物
を
排
除
す
る
反
応
で
す
か
ら

あ
る
程
度
は
仕
方
な
い
も
の
で
す
が
、

長
く
続
く
と
脱
水
症
を
引
き
起
こ
し
、

重
篤
な
状
態
と
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。

上
手
な
水
分
補
給
で
脱
水
に
な
ら
な

い
よ
う
に
看
護
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

下
痢

　

下
痢
は
い
ろ
ん
な
原
因
で
起
こ
り

ま
す
が
、
大
事
な
こ
と
は
、
水
分
、

糖
分
、
電
解
質
の
補
給
と
、
胃
腸
を

休
め
る
こ
と
で
す
。
栄
養
不
足
を
気

に
し
て
牛
乳
や
肉
類
な
ど
を
与
え
る

と
、
胃
腸
の
負
担
に
な
り
、
か
え
っ

て
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
下
痢
が
止
ま
っ
て
か
ら
少
し

ず
つ
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
分
補
給
に
は
糖
分
、
電
解
質
を

含
む
イ
オ
ン
飲
料
が
手
軽
に
手
に
入

り
ま
す
が
、
や
や
塩
分
が
足
り
な
い

こ
と
が
難
点
で
す
。
一
時
し
の
ぎ
と

考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

便
の
色
や
血
便
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。
病
院
受
診
時
に
便
を
持
参
す

る
と
診
断
の
助
け
に
な
り
ま
す
。

嘔
吐

　

年
齢
に
よ
り
特
徴
的
な
疾
患
が
あ

り
ま
す
。
新
生
児
期
で
最
も
多
い
原

因
は
、
哺
乳
時
の
空
気
嚥
下
に
よ
る

物
で
す
。
哺
乳
後
は
し
っ
か
り
と

ゲ
ッ
プ
を
出
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
激
し
い
噴
水
状
の
嘔
吐
の
場
合

は
、
幽
門
狭
窄
症
、
食
道
逆
流
症
な

ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
で
は
、
い
わ
ゆ
る
嘔
吐

下
痢
症
（
ウ
イ
ル
ス
性
）
が
最
も
多

い
原
因
で
す
が
、
腸
重
積
と
い
う
重

篤
な
病
気
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
乳
幼
児
期
以
降

で
は
、
嘔
吐
下
痢
症
も
見
ら
れ
ま
す

が
、
細
菌
性
の
食
中
毒
が
増
え
て
き

ま
す
。
夏
冬
問
わ
ず
生
も
の
に
は
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

嘔
吐
時
に
は
、
吐
物
で
の
ど
を
詰

ま
ら
せ
な
い
よ
う
に
顔
を
横
に
向
け

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

脱
水

　

吐
く
と
脱
水
が
心
配
に
な
り
ま
す

が
、
２
・
３
回
吐
い
た
だ
け
で
は
強

い
脱
水
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

下
痢
が
続
く
場
合
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。
熱
が
高
か
っ
た
り
、
嘔
気
が

強
く
水
分
補
給
が
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
と
さ
ら
に
進
行
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

吐
き
気
が
続
く
と
き
に
は
無
理
に

飲
ま
せ
ず
、
吐
き
気
が
止
ま
っ
て
か

ら
１
時
間
く
ら
い
待
っ
て
少
し
ず
つ

飲
ま
せ
、
間
を
あ
け
て
量
を
増
や
し

て
い
く
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
後
少

し
ず
つ
消
化
の
良
い
物
を
与
え
て
い

き
ま
す
。

　

ま
ず
は
家
庭
で
の
ケ
ア
が
大
切
で

す
が
、
▼
顔
色
が
悪
く
、
ぐ
っ
た
り

し
て
い
る
▼
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し

て
い
る
▼
便
に
血
液
が
混
ざ
っ
て
い

る
▼
吐
物
に
緑
の
物
が
混
じ
る
▼
嘔

吐
が
半
日
以
上
続
き
水
分
が
取
れ
な

い
▼
熱
が
高
い　

な
ど
の
症
状
が
見

ら
れ
た
と
き
に
は
す
ぐ
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
簡
単
な
水
分
補
給
飲
料
の
作
り
方

　

お
湯
１
リ
ッ
ト
ル
に
、
砂
糖
20
グ

ラ
ム
、
塩
2
グ
ラ
ム
、
レ
モ
ン
の
搾

り
汁
少
々
を
混
ぜ
て
冷
ま
す
。

中野クリニック　中
なかの
野猛
たけひこ
彦院長

　

ポ
リ
オ
の
集
団
予
防
接
種
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
地
区
・
実
施
日

・
七
城
・
旭
志
地
区

　

５
月
15
日
（
火
）

・
泗
水
地
区

　

５
月
24
日
（
木
）

・
菊
池
地
区

　

６
月
５
日
（
火
）

と
こ
ろ　

菊
池
市
文
化
会
館

受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
午
後
２
時

対
象
者

　

生
後
３
カ
月
〜
90
カ
月
未
満
（
７

歳
６
カ
月
未
満
）
の
乳
幼
児

※
対
象
地
区
外
の
時
で
も
接
種
で

き
ま
す
。

受
け
方　

生
後
３
カ
月
〜
90
カ
月

未
満
の
間
に
、
６
週
間
以
上
の
間

隔
を
空
け
て
、
２
回
服
用
し
て
く

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
導
入

は
、
本
年
秋
の
導
入
を
目
指
し
て

い
ま
す

・
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
、
昨

年
度
末
か
ら
順
次
、
国
内
導
入

の
た
め
の
申
請
（
薬
事
承
認
申

請
）
が
行
わ
れ
、
現
在
、
薬
事

審
査
や
供
給
の
準
備
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
可
能

な
限
り
迅
速
に
導
入
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
秋

の
導
入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
導
入

ま
で
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
待
つ
こ
と
は
、
お
勧
め
で
き
ま

せ
ん

・
ポ
リ
オ
の
流
行
の
な
い
社
会
を
保

つ
た
め
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　

市
役
所
正
面
玄
関
前 

と

　き　
５
月
24
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

正
午
〜
午
後
４
時

内

　容　

４
０
０
ml
献
血

そ
の
他　

現
在
、
４
０
０
ml
献
血

の
需
要
が
と
て
も
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
４
０
０
ml
の
献

血
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

服
薬
に
関
す
る
基
準
が
若
干
変
更

ポ
リ
オ
予
防
接
種

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

ポ
リ
オ
の
予
防
に
は
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
必
要
で
す

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

３
月
23
日・
28
日
の
歯
科
検
診
の

結
果
で
、む
し
歯

が
な
か
っ
た
子
ど

も
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

田た
な
か中

水み

さ彩　
（
○菊　

北
宮
）

渡わ
た
な
べ邉

有ゆ
り
あ

里
愛（
○菊　

亘
）

白し
ら
い井

琉る

な那　
（
○菊　

亘
）

北き
た
む
ら村

碧あ
ゆ
う優　

（
○菊　

亘
）

村む
ら
か
み上

玲れ
お
ん音　

（
○菊　

上
町
）

梅う
め
つ津

紅も
み
じ葉　

（
○菊　

北
原
）

米よ
ね
み
つ光　

駈か
け
る　

（
○菊　

立
石
）

廣ひ
ろ
た田

裡り

こ子　
（
○菊　

東
原
）

牧ま
き
た田

陽ひ
か
り

香
里（
○菊　

深
川
）

久ひ
さ
の野

琴こ
と
ね音　

（
○菊　

上
西
寺
）

宮み
や
が
み上

颯そ

ら恋　
（
○菊　

高
野
瀬
）

岩い
わ
も
と本　

瑛あ
き
ら　

（
○菊　

高
野
瀬
） 

森も
り　

悠ゆ
う
ま真　

（
○泗　

桜
山
二
）

吉よ
し
ざ
と里

光ひ
ゆ
う湧　

（
○泗　

桜
山
二
）

中な
か
む
ら村

考た
か
し志　

（
○泗　

福
本
一
）

宮み
や
も
と本

晴は
る
な那　

（
○泗　
富
の
原
中
央
）

日ひ
お
き置

琉る
き
と

希
叶（
○泗　

富
の
原
西
）

山や
ま
の野

心こ
こ
ね音　

（
○泗　

富
の
原
一
）

　

む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
家

族
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
す
。
特
に
、
子
ど
も

が
磨
い
た
後
の
「
仕
上
げ
磨
き
」

が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
甘

い
も
の
を
控
え
る
こ
と
」、「
歯
み

が
き
を
す
る
こ
と
」、「
歯
を
強
く

す
る
こ
と
」、「
定
期
健
診
を
受
け

る
こ
と
」
を
心
掛
け
、
む
し
歯
ゼ

ロ
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

・
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
導
入

す
る
ま
で
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
せ
ず
に
様
子
を
み
る
人

が
増
え
る
と
、
免
疫
を
持
た
な

い
人
が
増
え
、
国
内
で
ポ
リ
オ

の
流
行
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
が
、
ポ
リ
オ
を
予
防
す
る
唯
一

の
方
法
で
す

・
日
本
で
は
、
２
０
０
０
年
に
ポ
リ

オ
の
根
絶
を
報
告
し
ま
し
た
が
、

世
界
に
は
、
今
で
も
流
行
し
て

い
る
地
域
が
あ
り
、
渡
航
者
な

ど
を
介
し
て
感
染
は
ど
の
国
に

も
広
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

な
ど
の
南
西
ア
ジ
ア
、
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
な
ど
の
ア
フ
リ
カ
諸
国

で
は
、
今
で
も
流
行
が
み
ら
れ

ま
す
。

・
い
っ
た
ん
ポ
リ
オ
が
根
絶
さ
れ
た

中
国
や
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
な
ど
で

も
、
最
近
流
行
が
起
こ
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
こ
の
た
め
、
ポ
リ
オ
の
根
絶
に
向

け
て
、
世
界
中
で
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
き
ち
ん
と
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
免
疫
を
も
て

ば
、
海
外
で
ポ
リ
オ
が
流
行
し

て
も
、
国
内
で
の
流
行
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

に
な
っ
た
こ
と
で
、
薬
を
飲
ん
で

い
る
人
で
も
献
血
を
お
願
い
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医

師
が
総
合
判
断
し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
身
分
証
明
証
に
よ
る
本
人
確
認

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
一

緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

・
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ
る
と
接
種

が
で
き
ま
せ
ん
）

・
予
診
票
（
お
持
ち
で
な
い
人
は
、

接
種
前
日
ま
で
に
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
の
う
え
、
健
康
推
進

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
民
生
課

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
）
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と し ょ だ よ り

「おはなしの部屋」に参加しませんか？

　「おはなしの部屋」では、赤ちゃんのための絵本の紹介や
わらべ歌を楽しんでいます。どなたでも参加できますので、
どうぞお気軽にご参加ください。
と　き　毎月第４金曜の午前 11 時～午前 11 時 30 分
ところ　絵本コーナー
※今月は５月 25 日（金）です。
（泗水図書館）

臨時休室のお知らせ（旭志公民館図書室）

　５月・６月は第１・３・５土曜日は休室となります。
本の返却は、図書室入口のブックポストへお願いし
ます。
　第２・４土曜日は通常通り午前 10時～午後５時
まで開室していますので、ぜひ本を読みにお越しく
ださい。

新着・お薦め図書

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

七城公民館図書室には文庫本
コーナーがあります。推理小説
や時代小説、文庫本でしか出版
されていないオリジナル本など
多数取り揃えています。ぜひお
越しください。（七城公民館図
書室）

耳より情報

武
むとう
藤翔
しょうた
太くん

（泗水中 3年）

謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と
で

東ひ
が
し
が
わ川

篤と
く
や哉　

著

　

僕
が
お
す
す
め
し
た
い
本
は
、
東
川
篤
哉

さ
ん
の
「
謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と
で
」

と
い
う
本
で
す
。
本
屋
大
賞
の
１
位
に
選
ば

れ
た
本
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
本
の
、
一
番
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
は
、

「
ド
Ｓ
」
で
毒
舌
の
執
事
と
、
お
嬢
様
の
刑
事

が
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
を
繰
り
広
げ
な
が
ら

事
件
を
解
決
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
事
件
と
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
で
、

あ
る
女
性
が
首
を
絞
め
ら
れ
て
殺
さ
れ
る
と

い
う
事
件
や
、
バ
ラ
園
で
の
殺
人
事
件
な
ど

五
つ
の
事
件
で
す
。

　

で
も
、
こ
の
二
人
が
あ
っ
と
い
う
間
に
事

件
を
解
決
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
解
決

方
法
を
知
り
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て

読
ん
で
み
て
ほ
し
い
で
す
。

　

僕
は
と
て
も
お
も
し
ろ
く
て
、
あ
っ
と
い

う
間
に
読
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

泗水図書館
平蔵の首　
日本を、信じる　
熊出没注意　自選短篇小説集　
魔法飛行　
あんぽん　孫正義伝　
魂の書　金澤翔子作品集　
図解　東京スカイツリーのしくみ　
空のおくりもの

中央公民館図書室
おとな「学問のすすめ」　
美味しい、おかゆ　
かなたの子　
ローズの希望の魔法　
５のすきなおひめさま
　
七城公民館図書室
晴天の迷いクジラ　　　
男子☆弁当部　1～ 4巻　

旭志公民館図書室
小学生男子（ダンスィ）のトリセツ
かぞえておぼえる　かずのえほん　　
　

逢
おうさか
坂　剛

ごう
　著

瀬
せとうちじゃくちょう
戸内寂聴、ドナルド・キーン　著

南
な ぎ
木佳

け い し
士　著

川
かわかみ
上未

み え こ
映子　著

佐
さ の
野眞

しんいち
一　著

金
かなざわ
澤泰

や す こ
子　文

NHK出版　編
　アリソン・ジェイ　絵

齋
さいとう
藤　孝

たかし
　著

帯
お び つ
津良

りょういち
一　著

角
かく た
田光

み つ よ
代　著

岡
おか だ
田晴

は る え
恵　著

こすぎさなえ　作

窪
くぼ
　美

み す み
澄　作

イノウエ　ミホコ　作

まきりえこ　著
島
しま だ
田ゆか　著

万
句
の
里
俳
句
会
　３
月
句
会

麦
青
む
村
美
し
く
動
き
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
田　
幸
子

花
種
の
い
と
か
す
か
な
る
音
を
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永　
久
子

履
物
の
ぎ
っ
し
り
脱
が
れ
涅
槃
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
路　
郁
子

春
田
打
つ
漢を

と
こに

阿
蘇
の
煙
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
本　
ト
ミ

末
黒
野
や
風
に
残
火
炎
む
ら
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
ひ
さ
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
　３
月
例
会

留
守
番
の
う
た
た
寝
誘
ふ
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
丁　
義
昭

駄
句
な
れ
ど
出
来
る
楽
し
さ
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
静
子

長
病
み
の
友
に
手
を
副
へ
青
き
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本　
和
子

悲
喜
こ
も
ご
も
思
ひ
出
さ
せ
る
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

卒
業
の
思
ひ
噛
み
し
め
校
舎
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邉　
一
史

旭
志
文
芸
俳
句
会
　３
月
詠
草

東ひ
ん
が
しに

美
女
の
寝
姿
雪
化
粧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

石
積
み
の
碑
文
巡
り
や
草
萌
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

鼻
先
で
薄う

す
ら
い氷

割
り
し
仔
牛
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

風
孕
み
野
火
は
走
り
て
畦
焦
が
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

肥
後
狂
句
桜
会
　３
月
例
会

な
る
ほ
ど　
立
退
き
料
の
絡
ん
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上　
○
子

と
て
も
無
理　
赤
札
か
ら
は
値
切
ら
れ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
繁
美

こ
れ
見
よ
が
し　
巨
乳
が
レ
ー
ス
着
て
さ

ろ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野　
本
六

わ
ざ
と　
シ
ャ
ツ
に
口
紅
つ
け
ち
ょ
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
田　
明
徳

働
き
者
ン　
亭
主
は
床
に
飾
っ
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
孝
幸

肥
後
狂
句
水
笑
会
　３
月
例
会

卒
業
式　
銭
食
い
虫
の
並
う
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
手　
水
光

申
告
日　
過
ぎ
て
顔
色
戻
っ
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上　
美
由

申
告
日　
な
ん
も
か
ん
も
が
お
見
通
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島　
五
女

申
告
日　
ド
キ
ド
キ
し
た
が
無
事
済
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
洗
三
代

ま
た
花
見　
幹
事
す
る
の
も
や
お
い
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原　
乗
仏

七
城
短
歌
会
　３
月
詠
草

空
洞
に
な
り
て
も
咲
け
る
白
梅
に
元
気
を

も
ら
い
庭
の
草
と
る　
　
　
木
下　
陽
子

ハ
ラ
ハ
ラ
と
庭
の
白
梅
散
り
い
そ
ぐ
我

九
十
一
才
の
誕
生
日
の
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ミ
チ
エ

刻
む
菜
も
切
れ
な
い
包
丁
と
て
光
る
私
の

心
が
光
り
欲
し
が
る　
　
　
高
木　
　
精

人
気
な
き
狭
庭
に
一
本
老
木
の
白
梅
満
開

花
こ
そ
哀
れ　
　
　
　
　
　
村
上　
幾
雄

膝
の
痛
み
知
ら
ず
き
ざ
は
し
上
り
ゆ
く

去こ

ぞ年
の
今
ご
ろ
手
摺
頼
り
き　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　々
重
弘

高
齢
者
大
学
　３
月
歌
会

花
び
ら
餅
よ
り
鶯
餅
へ
と
品
替
は
り
店
頭

に
見
る
春
の
兆
し
を　
　
　
山
代　
静
子

雪
国
の
難
儀
思
へ
ば
言
ふ
ま
じ
と
思
へ
ど

寒
い
と
ま
た
繰
り
返
す　
　
梅
野
カ
ヲ
ル

暖
か
き
雨
に
誘
は
れ
古
木
な
る
梅
の
蕾
の

紅
く
ふ
く
ら
む　
　
　
　
　
安
東　
綾
子

薄
氷
の
解
け
し
参
道
久
び
さ
に
人
語
賑
は

う
今
日
は
初
午　
　
　
　
　
山
田　
弘
子

早
春
の
隠
し
き
庭
に
陽
は
注
ぎ
切
り
干
し

大
根
ふ
ん
わ
り
匂
ふ　
　
　
川
口　
敦
子

菊
池
短
歌
会
　４
月
詠
草

わ
が
死
ね
ば
父
の
夢
な
ど
誰
が
み
る
覚
め

て
し
ば
ら
く
軍
服
の
父　
　
竹
野
美
智
代

き
さ
ら
ぎ
の
稜
線
あ
は
き
夕
べ
に
て
寒
入

り
の
陽
が
ゆ
つ
く
り
と
落
つ　
　
　
　
　

　
中
川　
愛
子

た
は
む
れ
に
誰
が
口
笛
を
交
す
か
と
里
鶯

の
今
朝
し
き
り
鳴
く　
　
　
中
原
ち
え
子

初
咲
き
の
庭
の
水
仙
供
華
に
さ
し
心
静
か

に
写
経
の
筆
と
る　
　
　
　
山
下　
菊
代

確
か
な
る
光
は
あ
り
て
窓
に
見
る
杏
の
莟

綻
び
は
じ
む　
　
　
　
　
　
山
代
し
ず
子
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神
社
の
記
録
は
、
火
災
な
ど
で
ほ

と
ん
ど
消
失
し
、
正
確
に
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
今
か
ら
２
０
０
年
か
ら

３
０
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
長
田
地

内
で
は
最
も
古
い
神
社
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
社
殿
の
天
井
部
に
は
、
今

で
は
色
あ
せ
て
い
ま
す
が
、
菊
池
氏

歴
代
の
肖
像
画
を
は
じ
め
、
極
彩
色

で
描
か
れ
た
数
十
枚
の
絵
馬
が
飾
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
境
内
に
は
、
石
手
水
鉢
一
基
、

狛
犬
一
対
、
石
灯
籠
一
対
、
大
鳥
居

な
ど
の
貴
重
な
石
造
物
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
神
社
は
、
長
く
鎮
守
の
杜

と
し
て
区
民
の
語
ら
い
の
場
、
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、

春
祭
り
、
秋
祭
り
、
例
大
祭
、
宮
籠
り
、

猨
田
毘
古
祭
り
な
ど
神
社
を
核
と
し

た
祭
事
が
数
多
く
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。

七
城
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
三み

と
う藤

真ま
な
む夢

さ
ん

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       80

ペ
ッ
ト
も
生
き
て
い
る
・
大
切
な
命

　

あ
な
た
は
、
命
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
僕
は
昨
年
の

ち
ょ
う
ど
今
ご
ろ
、
命
に
つ
い
て
い

い
ろ
い
ろ
と
考
え
ま
し
た
。

　

僕
が
幼
い
こ
ろ
、
家
の
庭
に
小
さ

く
て
可
愛
い
犬
が
迷
い
込
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
の
と
き
は
飼
い
主
さ
ん

の
と
こ
ろ
ま
で
連
れ
て
行
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
犬
は
、
僕
の
家

に
戻
っ
て
き
た
の
で
、
飼
い
主
さ
ん

と
話
し
合
い
、
僕
の
家
で
飼
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
家
族
み
ん
な
で
犬
の

名
前
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は

ス
マ
ッ
プ
の
デ
ビ
ュ
ー
10
周
年
記
念

だ
っ
た
の
で
、「
テ
ン
」
と
名
付
け

ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
う
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
テ
ン
と
弟
、
祖

母
と
一
緒
に
散
歩
に
行
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
は
リ
ー
ド

を
引
っ
張
っ
て
離
れ
て
い
っ
た
ま
ま

だ
っ
た
け
ど
、
そ
の
う
ち
リ
ー
ド
を

口
に
く
わ
え
て
走
り
な
が
ら
戻
っ
て

く
る
よ
う
に
な
っ
て
成
長
し
た
な
あ

と
、
と
て
も
嬉
し
く
な
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
し
つ
け
を
し
て
、「
お

座
り
」
や
「
お
手
」
に
も
き
ち
ん
と

対
応
し
て
く
れ
て
、
弟
と
一
緒
に
喜

び
ま
し
た
。
僕
が
大
き
く
な
っ
て
か

ら
は
、
テ
ン
と
二
人
で
散
歩
に
行
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
暑
い
と
き
は
、

体
に
水
を
か
け
て
洗
っ
て
あ
げ
た
り

し
ま
し
た
。
テ
ン
は
気
持
ち
よ
さ
そ

う
で
し
た
。
一
回
だ
け
テ
ン
に
中
指

を
噛
ま
れ
て
、
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
け
れ
ど
、
そ
れ
も
良
い
思
い
出
で

す
。
テ
ン
の
お
か
げ
で
楽
し
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
０ 

年
10
月
28
日
。
テ
ン
が

気
分
悪
そ
う
に
し
て
い
る
様
子
を
見

た
母
は
、
祖
母
に
相
談
し
て
動
物
病

院
に
連
れ
て
行
く
よ
う
に
頼
み
ま
し

た
。
病
院
の
先
生
に
検
査
し
て
も
ら
っ

て
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
病
名
は
「
フ
ィ
ラ
リ

ア
症
」
で
し
た
。
犬
が
か
か
り
や
す

い
病
気
で
、
腸
内
の
寄
生
虫
で
あ
る

絹
糸
状
虫
と
い
う
線
虫
が
心
臓
に
寄

生
す
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
蚊
か
ら

血
を
吸
わ
れ
る
こ
と
で
感
染
し
、
秋

に
発
症
し
ま
す
。
軽
く
咳
こ
み
、
年

を
越
え
て
春
に
な
る
と
咳
が
消
え
ま

す
。
そ
し
て
ま
た
秋
に
咳
き
こ
み
出

し
、
年
々
症
状
が
重
く
な
り
、
気
付

い
た
と
き
に
は
重
症
と
い
う
こ
と
が

多
い
病
気
だ
そ
う
で
す
。
散
歩
中
に

倒
れ
た
り
、
腹
水
が
た
ま
っ
て
お
腹

が
ふ
く
れ
た
り
、
血
を
吐
い
た
り
す

る
病
気
で
す
。
で
も
、
こ
の
症
状
に

僕
は
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

翌
日
の
29
日
、
手
術
が
行
わ
れ
ま

大
塚
菅
原
神
社
と
石
造
物

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
○24

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０認定番号第ふるさとH23-2 号

推薦者　大塚区

し
た
。
手
術
後
に
テ
ン
の
心
臓
か
ら

摘
出
さ
れ
た
細
い
ミ
ミ
ズ
の
よ
う
な

物
を
見
ま
し
た
。
こ
ん
な
物
が
心
臓

に
い
る
な
ん
て
。
寄
生
虫
は
お
そ
ろ

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

30
日
と
31
日
は
入
院
で
し
た
。
僕

は
30
日
に
テ
ン
の
様
子
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
テ
ン
は
い
つ
も
と
は
違
う

表
情
で
き
つ
そ
う
で
し
た
。「
テ
ン
、

頑
張
れ
」
と
心
の
中
で
強
く
願
い
ま

し
た
。

　

31
日
午
前
３
時
に
病
院
か
ら
テ
ン

の
様
子
が
急
変
し
た
と
電
話
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
日
の
朝
、
い
つ
も
よ

り
遅
く
起
き
た
僕
が
目
に
し
た
の
は
、

玄
関
先
に
寝
か
さ
れ
た
テ
ン
で
し
た
。

僕
は
必
死
で
テ
ン
の
体
を
揺
す
っ
た

け
れ
ど
、
テ
ン
は
起
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
る
と
涙

が
溢
れ
ま
し
た
。
病
院
の
先
生
は
一

生
懸
命
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
で
も
駄
目
で
、
午
前
４

時
に
テ
ン
は
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

  

フ
ァ
ー
ム
体
験
で
牛
の
お
産
を
見

て
、
命
の
誕
生
に
感
動
し
た
直
後
の

テ
ン
の
死
で
し
た
。
生
ま
れ
て
く
る

命
、
失
わ
れ
る
命
、
ど
ち
ら
も
僕
に

命
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
出

来
事
で
し
た
。
毎
日
の
生
活
の
な
か

で
、
僕
に
と
っ
て
「
命
」
は
当
た
り

前
の
こ
と
す
ぎ
て
、
考
え
る
こ
と
す

ら
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
テ

ン
の
死
は
、
僕
に
現
実
と
向
き
合
う

機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
中
学

生
に
な
り
、
毎
日
部
活
動
に
行
っ
て
、

テ
ン
と
散
歩
に
行
く
回
数
が
減
っ
て

い
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
テ
ン
は
不

死
身
の
存
在
だ
っ
た
か
ら
、
ま
さ
か

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
テ
ン
が
い
な
く

な
る
と
は
全
く
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
も
っ
と
散
歩
に
行
け
ば
良

か
っ
た
、
も
っ
と
遊
ん
で
お
け
ば
良

か
っ
た
、
も
っ
と
テ
ン
と
の
時
間
を

作
れ
ば
良
か
っ
た･･･ 

悔
い
も
残
り

ま
し
た
。

　

テ
ン
の
突
然
の
死
は
、
そ
れ
ま
で

ど
こ
か
遠
く
の
と
こ
ろ
で
考
え
て
い

た
「
命
」
の
重
さ
を
僕
に
し
っ
か
り

と
伝
え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。「
命

は
大
切
だ
」「
命
は
か
け
が
え
の
な
い

も
の
だ
」
と
頭
の
中
で
は
分
か
っ
て

い
て
も
、
痛
み
を
伴
っ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ
れ

か
ら
一
年
、
僕
は
テ
ン
の
死
が
教
え

て
く
れ
た
「
命
の
尊
さ
」
を
思
い
出

し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
二
度

と
な
い
人
生
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も

自
分
の
命
と
周
り
の
人
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
楽
し
く
生
活
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
テ
ン
、
あ
り
が
と
う
。

人
権
標
語

旭
志
中
学
校
２
年　
永な

が
た田

涼り
ょ
う
す
け

介
さ
ん

差
別
に
は　
な
か
ま
と
い
っ
し
ょ
に

立
ち
向
か
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

高
麗
人
参
の
学
名
は
、Panax 

G
inseng

と
い
い
、Panax

は
、
ギ

リ
シ
ャ
語 Pan

（
全
て
）とA

xos

（
医

学
）
が
結
合
し
た
語
で
、
万
病
を
治

療
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
古
く

か
ら
高
麗
人
参
の
薬
効
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
５
世
紀
頃
著
述
さ
れ
た

中
国
の
医
書「
神
農
本
草
経
」に
は「
高

麗
人
参
は
五
臓
を
保
護
し
、
精
神
を

安
定
さ
せ
、
目
を
良
く
し
（
長
期
服

用
す
る
と
）
体
が
軽
く
な
り
長
生
き

す
る
」
と
書
い
て
い
る
。

　

今
ま
で
の
研
究
結
果
に
よ
れ
ば
サ

ポ
ニ
ン
成
分
を
含
む
高
麗
人
参
は
新

陳
代
謝
活
性
化
、
が
ん
細
胞
抑
制
、

疲
労
回
復
、
老
化
防
止
、
ス
ト
レ
ス

解
消
、
動
脈
硬
化
予
防
、
血
圧
と
血

糖
値
を
下
げ
る
機
能
な
ど
、
そ
の
多

様
な
効
能
は
現
代
の
医
学
で
も
立
証

さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

高
麗
人
参
が
西
洋
に
初
め
て
紹
介

さ
れ
た
の
は 

１
６
１
０
年
、
オ
ラ
ン

ダ
商
人
が
「
東
イ
ン
ド
会
社
」
を
通

じ
て
イ
ギ
リ
ス
に
紹
介
し
た
こ
と
に

よ
る
。 

特
に
「
山
参
（
野
生
の
人

参
）」
の
噂
が
知
れ
渡
り
、
西
洋
人
は

韓
国
を
「
神
秘
な
草
が
生
え
る
神
秘

な
国
」
と
し
て
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
宣
教

師
・
ザ
ル
ト
ル
が 

１
７
１
１
年
に
韓

国
の
山
参
を
絵
に
描
く
な
ど
し
た
。 

　

ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
人
の
ゴ
セ
ン
が

１
９
０
２
年
に
発
行
し
た
「
朝
鮮
」

に
よ
る
と
、 

高
麗
人
参
が
貴
重
な
特
産

物
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
国
王
・
ル
イ

14
世
に
ま
で
献
上
さ
れ
る
ほ
ど
有
名

だ
っ
た
と
記
録
し
て
い
る
。

　

高
麗
人
参
は
加
工
法
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
が
、
耕
作
地

で
収
穫
し
た
ま
ま
の
物
を
水
参
、
こ

の
水
参
の
状
態
で
皮
を
む
か
ず
蒸
気

で
蒸
し
て
乾
か
し
た
も
の
を
紅
参
と

い
う
。
水
参
は
約
75
％
の
水
分
を
含

ん
で
い
る
の
で
１
週
間
以
上
の
長
期

保
存
が
難
し
い
。
そ
れ
で
、
流
通
過

程
で
腐
敗
、
損
傷
し
や
す
く
な
る
の

で
こ
れ
を
防
止
す
る
目
的
で
紅
参
を

作
る
が
、
本
来
の
効
能
に
大
き
な
影

響
は
な
い
。

　

健
康
に
良
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

匂
い
や
味
が
苦
手
な
人
も
い
る
よ
う

だ
。
最
近
は
お
茶
だ
け
で
な
く
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
顆
粒
、
エ
キ
ス
、
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
、
ゼ
リ
ー
な
ど
多
様
な
加
工

品
が
開
発
さ
れ
、
場
所
や
用
途
に
よ
っ

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
い
将
来
韓
国
を
訪
問
す
る
時
、

不
老
長
寿
の
薬
と
呼
ば
れ
た
こ
の
韓

国
の
特
産
物
を
一
度
、
試
し
て
み
る

の
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
先

　

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館　

　

☎
０
９
６
８(

27)

０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

　

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

飛行機写真展
期　間　５月８日（火）～５月20日（日）
SKY STREAM　井上賢一郎
　飛行機をさまざまな角度から捉えた写真展です。ぜひご
来館ください。お待ちしています。

まちかど資料館企画展
大正・昭和レトロ展
期　間　4月1日（日）～7月29日（日）
　古き良き時代大正、希望を胸
にがむしゃらに頑張った昭和
の時代、ちょっとだけ立ち止
まって大正と昭和の風を感じ
てください。
　レトロ館、千年の風館（土・
日のみ）で同時開催。
※休館日：月曜日 （祝日の場
　合は翌日）

工房
布遊び＆おもしろ写真展
期　間　５月１日（火）
　　　　～５月６日（日）　

梅野秀和
「フォト・タペストリー」展
期　間　５月８日（火）
　　　　～５月22日（火）

菊池市文化協会合同展
期　間　５月24日（木）～５月31日（木）

　開館時間　午前９時～午後5時30分
※期間中の休館日はありません

わいふ一番館だより
問い合わせ先
わいふ一番館　☎0968（24）6630

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報

お米づくり（田植え・稲刈り
）を中心に年間を通して「食」
を学ぶ 

親
子
農
業
体
験

「
お
い
し
い
村
づ
く
り
」

　

本
市
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
施
設
で
あ
る
「
き
く
ち
ふ
る
さ
と

水
源
交
流
館
」
で
は
、
親
子
で
参
加

す
る
農
業
・
自
然
体
験
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
里
山
の
お
い
し
い
食
べ
物

を
、
自
然
に
包
ま
れ
て
暮
ら
す
人
々

の
知
恵
を
、
子
ど
も
た
ち
が
体
を
使
っ

て
獲
得
す
る
喜
び
を
学
ぶ
「
お
い
し

い
村
づ
く
り
」。

　

地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
農

作
業
か
ら
加
工
品
づ
く
り
ま
で
「
親

子
で
体
験
」
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
期
間　
４
月
〜
12
月

　
毎
月
１
回
開
催
（
１
泊
２
日
）

※
６
月
は
「
田
植
え
体
験
」
で
す
。

参
加
対
象　
小
学
校
１
年
以
上
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

参
加
費　
１
人　
２
０
０
０
円

※
食
費
、
宿
泊
費
、
保
険
料
込
み

高
麗
人
参
に
つ
い
て

菊池市役所
国際観光マネージャー
金　相廷さん

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
〇25

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム
で
す

21 202012 May広報きくち2012 May広報きくち



問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月
初

め
に
送
っ
て
い
ま
す
。
納
期
限
の
5
月

31
日
（
木
）
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県

地
域
振
興
局
税
務
課
な
ど
で
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税
の
税
額

が
増
減
さ
れ
ま
す

　

排
気
ガ
ス
や
燃
費
性
能
が
優
れ
た
環

境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
（
新
車
）
は

登
録
の
翌
年
度
の
自
動
車
税
が
軽
減
さ

れ
、
一
定
年
数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷

の
大
き
い
自
動
車
は
自
動
車
税
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
24
年
度
に
自
動
車
税
が
加
算（
約

10
％
）
さ
れ
る
自
動
車

・
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車　

平
成
11
年

３
月
31
日
以
前
の
登
録
の
も
の

自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
31
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

お
知
ら
せ

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車　

平
成
13
年
３
月
31

日
以
前
の
登
録
の
も
の

来
年
度
か
ら
口
座
振
替
が
で
き
ま
す

　

来
年
度
か
ら
口
座
振
替
を
希
望
す
る

人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
依
頼
用
は

が
き
を
お
送
り
し
ま
す
。
納
付
の
た
め

に
金
融
機
関
な
ど
へ
出
向
く
必
要
が
な

く
な
る
た
め
、
大
変
便
利
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局
税
務
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
４
２
７
２

　

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
固
定
資
産
税
の

評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
情
報
開
示

が
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧　
平
成
24
年
度
菊
池

市
縦
覧
帳
簿
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
を

縦
覧
で
き
ま
す
。　
　

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
る
人

・
土
地
ま
た
は
家
屋
の
納
税
義
務
者

・
納
税
義
務
者
の
同
居
親
族

・
納
税
管
理
人

・
委
任
状
持
参
の
代
理
人

※
土
地
の
納
税
義
務
者
は
土
地
の
、
家

屋
の
納
税
義
務
者
は
家
屋
の
、
両
資

産
の
納
税
義
務
者
は
両
方
の
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

※
免
税
点
未
満
の
人
は
縦
覧
で
き
ま
せ

ん
。

縦
覧
・
閲
覧
期
間

　
５
月
31
日
（
木
）
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧　
固
定
資

産
課
税
台
帳
（
土
地
・
家
屋
な
ど
）
に

登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
な
ど
の
事
項
は
、

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の

基
礎
に
な
る
た
め
、
関
係
者
は
こ
の
内

容
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
固
定
資
産
の
評

価
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
た
固
定
資
産

評
価
基
準
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
市
長

が
そ
の
価
格
を
決
定
し
、
こ
の
価
格
を

基
に
課
税
標
準
額
を
算
定
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
し
て
決
定
し
た
価
格
や
課
税

標
準
額
は
、
菊
池
市
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人

・
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

・
納
税
義
務
者
の
同
居
親
族

・
納
税
管
理
人

・
委
任
状
持
参
の
代
理
人

・
土
地
ま
た
は
家
屋
の
賃
借
人

・
賦
課
期
日
以
後
に
固
定
資
産
を
取
得

し
た
人

縦
覧
・
閲
覧
の
共
通
事
項

・
持
参
す
る
も
の　

納
税
通
知
書
、
印

か
ん
、
本
人
確
認
用
の
免
許
証
、
委

任
状
な
ど

※
縦
覧
・
閲
覧
す
る
人
に
よ
っ
て
、
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
縦
覧
期
間
中
の
縦
覧
・
閲
覧
手
数
料

は
無
料
で
す
が
、
課
税
台
帳
の
写
し

が
必
要
な
場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

（
１
件
３
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

・
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
７

・
各
総
合
支
所
民
生
課
市
民
税
務
係

平
成
24
年
度
土
地
価
格
等
縦
覧
簿
・

家
屋
価
格
等
縦
覧
簿
の
縦
覧
と
固

定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
、
５

月
初
旬
に
送
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に

収
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

納
期
限　
５
月
31
日
（
木
）

納
付
場
所

　

菊
池
地
域
農
業
協
同
組
合
、
他
各
金

融
機
関
、
市
役
所
、
各
総
合
支
所

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民
税
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
６

軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は

５
月
31
日
で
す

５月の「税」の納期限
５月 31日（木）

問い合わせ先 
　税務課市民税係　☎0968(25)7206
　固定資産税係  　 ☎0968(25)7207

●軽自動車税　全　期
●固定資産税　第１期
※口座振替を利用している方は、
５月 25 日（金）に振替を行
いますので、残高の確認をお
願いします。

▼別表（平成 24年度狂犬病予防注射日程表）

　

平
成
24
年
度
春
期
の
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
と
犬
の
登
録
を
実
施
し
ま
す
。

犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
は
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
犬
の
所
有
者
は
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
の
所

有
者
、
ま
た
は
新
た
に
犬
（
生
後
91
日

以
上
）
を
所
有
し
た
人
は
、
会
場
で
登

録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　
別
表
の
と
お
り

※
い
ず
れ
の
会
場
で
も
接
種
で
き
ま
す
。

ま
た
、
登
録
済
み
の
人
は
、「
狂
犬
病

予
防
注
射
日
程
等
の
ご
案
内
」
の
は

が
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

料
金
（
１
頭
に
つ
き
）

・
登
録
料　

３
０
０
０
円

・
集
合
注
射
料　

３
０
０
０
円
（
注
射

済
票
発
行
手
数
料　
５
０
０
円
含
む
）

※
動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け
た
と

き
は
、
獣
医
師
の
証
明
書
を
環
境
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
民
生
課
ま
で
持

参
し
、
注
射
済
票
発
行
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
１
頭
に
つ
き
注

射
済
票
発
行
手
数
料
5
0
0
円
が
必

要
で
す
。
集
合
注
射
実
施
会
場
で
も

発
行
で
き
ま
す
。

春
期
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と

犬
の
登
録
受
付
を
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

・
環
境
課　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
７

・
各
総
合
支
所
民
生
課

月　日 時　間 ところ

5月  7日（月）

 午前9時30分～午前10時30分 龍門支館
午前11時～午前11時30分 迫龍ふれあいセンター

午後1時30分～午後2時
水迫里山の家

（旧農村女性の家）
午後2時30分～午後3時 迫間支館

5月  8日（火）

 午前9時～午前10時 藤田公民館
午前10時30分～午前11時30分 中原公民館
午後1時～午後1時30分 塚原公民館
午後2時～午後3時 原細永公民館

5月  9日（水）

 午前9時30分～午前10時30分 戸崎支館
午前11時～正午 植古閑公民館

午後1時30分～午後3時
菊之池小学校正門前
（旧 JA支所前）

5月10日（木） 午前10時～午前11時 青少年ホーム（菊池体育センター裏）
5月13日（日） 午前10時～正午 菊池市役所正面玄関

5月14日（月）
 午前9時30分～午前10時30分 社会福祉協議会七城支所

午前11時～正午 七城多目的研修センター
午後1時～午後2時 リバーサイドパーク

5月15日（火）

午前10時～午前10時40分 尾足コミュニティーセンター
午前11時～午前11時40分 伊坂研修センター
午後1時10分～午後2時 高柳集落センター

午後2時10分～午後2時50分 楠原構造改善センター

5月17日（木）

 午前9時～ 午前9時30分 田島二区公民館
午前10時～午前11時 泗水第二体育館
午後1時15分～午後2時 永公民館
午後2時30分～午後3時 井戸方構造改善センター

5月18日（金）

 午前9時～ 午前9時30分 南住吉公民館
午前10時～午前11時 泗水 B&G海洋センター体育館

午後1時15分～午後1時45分 久米一区公民館
午後2時～午後3時 泗水体育館

5月20日（日）
 午前9時～10時30分 泗水総合支所

 11時10分～午前11時50分 旭志総合支所
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

●
部
長
級

▼
総
務
企
画
部
長　

野
口
祐
成
（
企
画
部

長
）

▼
市
民
環
境
部
長　

下
田
俊
一
（
経
済
部

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長
）

▼
健
康
福
祉
部
長　

宮
本
誠
一
（
市
民
部

長
）

▼
建
設
部
長　

松
野
浩
一
（
企
画
部
企
画

振
興
課
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
長　

原
誠

也
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長
）

▼
総
務
企
画
部
統
括
審
議
員
（
部
長
級
）

兼
次
長　

西
浦
一
義
（
熊
本
県
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
政
策
課
課
長
補
佐

（
教
育
プ
ラ
ン
推
進
担
当
））

●
次
長
級

▼
総
務
企
画
部
首
席
審
議
員
兼
市
長
公
室

長　

今
坂
康
雄
（
企
画
部
国
際
交
流
課

長
）

▼
七
城
総
合
支
所
長
（
次
長
級
）
兼
総
務

振
興
課
長　

雲
田
哲
昭
（
市
民
部
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
施
設
長

（
課
長
級
））

▼
旭
志
総
合
支
所
長
（
次
長
級
）
兼
総
務

振
興
課
長　

水
上
菊
也
（
経
済
部
商
工

観
光
課
長
）

▼
泗
水
総
合
支
所
長
（
次
長
級
）
兼
総
務

振
興
課
長　

松
岡
千
利
（
総
務
部
付
首

席
審
議
員
（
菊
池
広
域
連
合
派
遣
））

▼
水
道
局
長
（
次
長
級
）　

原　

和
徳
（
総

務
部
市
長
公
室
長
（
課
長
級
））

▼
議
会
事
務
局
長
（
次
長
級
）　

城　

主

一
（
議
会
事
務
局
議
事
課
長
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
次
長
級
）
中

村
鉄
男
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教

育
課
長
）

●
課
長
級

▼
総
務
企
画
部
総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長　

藤
本
辰
広
（
総
務
部

総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
）

▼
総
務
企
画
部
総
務
課
課
付
課
長
（
菊
池

広
域
連
合
派
遣
）　

冨
士
本
光
範
（
市

民
部
生
き
が
い
推
進
課
長
）

▼
総
務
企
画
部
財
政
課
長　

小
川
秀
臣

（
総
務
部
財
政
課
長
）

▼
総
務
企
画
部
人
権
啓
発
課
長　

田
嶌
晴

雄
（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

総
務
審
議
員
兼
文
化
振
興
係
長
）

▼
総
務
企
画
部
人
権
啓
発
課
西
部
市
民
セ

ン
タ
ー
長
（
課
長
級
）　

宮
本
健
吾
（
総

務
部
人
権
啓
発
課
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

長
（
課
長
級
））

▼
総
務
企
画
部
男
女
共
同
参
画
推
進
課
長

坂
井
留
美
子
（
市
民
部
子
育
て
支
援
課

第
二
幼
楽
園
園
長
（
課
長
補
佐
級
））

▼
総
務
企
画
部
企
画
振
興
課
長　

中
村
喜

範
（
総
務
部
行
政
改
革
推
進
課
長
）

▼
市
民
環
境
部
市
民
課
長　

中
尾
リ
ツ
子

（
市
民
部
福
祉
課
長
）

▼
市
民
環
境
部
税
務
課
長　

櫨
川
健
治

（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
長

兼
中
央
公
民
館
長
）

▼
市
民
環
境
部
徴
税
課
長　

緒
方
浩
一

（
総
務
部
徴
税
課
長
）

▼
市
民
環
境
部
防
災
交
通
課
長　

野
口
進

也
（
総
務
部
総
務
課
総
務
審
議
員
総
務

行
政
担
当
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

次
長
）

▼
市
民
環
境
部
環
境
課
長　

倉
原
良
則

（
市
民
部
環
境
課
長
）

▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長　

木
原
雄
二

（
総
務
部
税
務
課
総
務
審
議
員
兼
固
定

資
産
税
係
長
）

▼
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長　

松
永

隆
則
（
市
民
部
子
育
て
支
援
課
長
）

▼
健
康
福
祉
部
菊
之
池
保
育
園
園
長
（
課

長
級
）　

大
場
ヒ
ロ
子
（
市
民
部
子
育

て
支
援
課
菊
之
池
保
育
園
園
長
（
総
務

審
議
員
））

▼
健
康
福
祉
部
花
房
保
育
園
園
長
（
課
長

級
）　

中
田
八
枝
子
（
市
民
部
子
育
て

支
援
課
花
房
保
育
園
園
長
（
総
務
審
議

員
））

▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
長　

平
島
敏

光
（
教
育
委
員
会
事
務
局
泗
水
分
室
教

育
課
長
）

▼
健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ

ま
ご
め
荘
施
設
長
（
課
長
級
）　

内
田

誠
二
（
水
道
局
水
道
課
長
）

▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
長　

西
本
直

之
（
市
民
部
健
康
推
進
課
長
）

▼
経
済
部
農
林
振
興
課
長　

武
藤
英
治

（
総
務
部
安
全
対
策
課
長
）

▼
経
済
部
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

立
山
和

信
（
企
画
部
企
画
振
興
課
総
務
審
議
員

兼
情
報
統
計
係
長
）

▼
経
済
部
商
工
観
光
課
長
兼
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
長　

米
村
英
治
（
経
済
部
農
林

振
興
課
長
）

▼
経
済
部
企
業
誘
致
課
長　

水
上
満
弘

（
企
画
部
企
業
誘
致
対
策
課
長
）

▼
建
設
部
土
木
課
長　

中
𠩤
宏
隆
（
建
設

部
都
市
整
備
課
長
）

▼
建
設
部
都
市
整
備
課
長　

櫨
川
博
久

（
建
設
部
都
市
整
備
課
総
務
審
議
員
兼

建
築
係
長
）

▼
水
道
局
水
道
課
長　

秋
吉
恭
一
郎
（
教

育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
総
務
審

議
員
兼
泗
水
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
教
育
審
議

員
（
課
長
級
）　

岩
根
俊
治
（
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
審
議
員
（
課
長
級
））

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育

課
長　

大
山
堅
四
郎
（
総
務
部
人
権
啓

発
課
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
旭
志
幼
稚

園
園
長
（
課
長
級
）　

村
上
由
紀
子
（
市

民
部
子
育
て
支
援
課
砦
保
育
園
園
長

（
課
長
補
佐
））

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
泗
水
幼
稚

園
園
長
（
課
長
級
）　

迫　

由
利
子
（
市

民
部
子
育
て
支
援
課
第
一
幼
楽
園
園
長

（
課
長
補
佐
））

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習

課
長
兼
中
央
公
民
館
長　

原
本
裕
之

（
総
務
部
職
員
課
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
社
会
体
育

課
長　

宮
村
公
男
（
教
育
委
員
会
事
務

局
社
会
体
育
課
長
）

▼
議
会
事
務
局
議
事
課
長　

宮
川
啓
子

（
議
会
事
務
局
総
務
審
議
員
兼
総
務
係

長
）

●
総
務
審
議
員

▼
総
務
企
画
部
市
長
公
室
総
務
審
議
員
兼

国
際
交
流
係
長　

有
山
健
生
（
総
務

部
市
長
公
室
課
長
補
佐
兼
広
報
公
聴
係

職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
・
係
長
級
以
上
）

長
）

▼
総
務
企
画
部
総
務
課
総
務
審
議
員　

伊

藤
道
俊
（
経
済
部
農
林
振
興
課
総
務
審

議
員
畜
産
担
当
）

▼
総
務
企
画
部
財
政
課
総
務
審
議
員
入
札

管
財
担
当　

水
上　

望
（
総
務
部
総
務

審
議
員
兼
監
理
係
長
）

▼
総
務
企
画
部
企
画
振
興
課
総
務
審
議
員

新
市
調
整
担
当　

谷
田　

修
（
企
画

部
企
画
振
興
課
課
長
補
佐
新
市
調
整
担

当
）

▼
総
務
企
画
部
企
画
振
興
課
総
務
審
議
員

兼
行
政
改
革
推
進
係
長　

前
田
浩
規

（
総
務
部
行
政
改
革
推
進
課
総
務
審
議

員
兼
行
政
改
革
推
進
係
長
）

▼
市
民
環
境
部
市
民
課
総
務
審
議
員　

米

岡
佳
春
（
市
民
部
市
民
課
課
長
補
佐
）

▼
市
民
環
境
部
税
務
課
総
務
審
議
員　

兼

管
理
係
長　

出
口
孝
二
（
総
務
部
総
務

審
議
員
兼
管
理
係
長
）

▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課
総
務
審
議
員
障
が

い
福
祉
担
当　

髙
宗
和
代
（
市
民
部
福

祉
課
課
長
補
佐
障
が
い
福
祉
担
当
）

▼
経
済
部
農
林
振
興
課
総
務
審
議
員
林
政

担
当　

葛
原
文
彦
（
経
済
部
農
林
振
興

課
課
長
補
佐
兼
林
政
係
長
）

▼
建
設
部
土
木
課
総
務
審
議
員
工
務
担
当

楳
田
邦
昭
（
建
設
部
土
木
課
課
長
補
佐

工
務
担
当
）

▼
建
設
部
都
市
整
備
課
総
務
審
議
員
兼
都

市
整
備
係
長　

工
藤
信
也
（
経
済
部
農

林
振
興
課
課
長
補
佐
農
政
担
当
）

▼
旭
志
総
合
支
所
民
生
課
総
務
審
議
員
兼

衛
生
福
祉
係
長　

中
村
隆
純
（
市
民
部

福
祉
課
課
長
補
佐
兼
福
祉
保
護
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
指
導
主
事

（
総
務
審
議
員
）　

横
手　

満
（
市
立
隈

府
小
学
校
教
頭
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育

課
総
務
審
議
員
学
務
担
当　

生
田
武
章

（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
課

長
補
佐
学
務
担
当
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
社
会
体
育

課
総
務
審
議
員　

清
田
幸
臣
（
教
育
委

員
会
事
務
局
社
会
体
育
課
課
長
補
佐
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
七
城
分
室

長
（
総
務
審
議
員
）
兼
七
城
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
長
兼
七
城
公
民
館
長　

安
武

壽
志
子
（
七
城
総
合
支
所
民
生
課
課
長

補
佐
兼
市
民
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
旭
志
分
室

長
（
総
務
審
議
員
）
兼
旭
志
公
民
館
長

小
池
裕
幸
（
旭
志
総
合
支
所
民
生
課
総

務
審
議
員
兼
衛
生
福
祉
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
泗
水
分
室

長
（
総
務
審
議
員
）
兼
泗
水
公
民
館
長

岡
山
峰
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

教
育
課
総
務
審
議
員
学
務
担
当
）

●
課
長
補
佐
級

▼
総
務
企
画
部
総
務
課
課
長
補
佐
総
務
行

政
担
当
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次

長　

梁
池
哲
也
（
市
民
部
生
き
が
い
推

進
課
課
長
補
佐
包
括
支
援
担
当
）

▼
総
務
企
画
部
財
政
課
課
長
補
佐
入
札
管

財
担
当　

山
口
浩
一
郎
（
総
務
部
財
政

課
管
財
係
長
）

▼
総
務
企
画
部
人
権
啓
発
課
西
部
市
民
セ

ン
タ
ー
課
長
補
佐　

清
田
智
子
（
総
務

部
総
務
課
付
係
長
（
菊
池
広
域
連
合
派

遣
））

▼
総
務
企
画
部
企
画
振
興
課
課
長
補
佐
企

画
振
興
担
当　

大
塚
忠
康
（
企
画
部
企

画
振
興
課
課
長
補
佐
企
画
振
興
担
当
）

▼
市
民
環
境
部
徴
税
課
課
長
補
佐
兼
徴
税

係
長　

松
永
順
一
郎
（
七
城
総
合
支
所

産
業
建
設
課
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
）

▼
市
民
環
境
部
防
災
交
通
課
課
長
補
佐
兼

消
防
交
通
係
長　

松
永
英
昭
（
総
務
部

安
全
対
策
課
課
長
補
佐
兼
消
防
交
通
係

長
）

▼
市
民
環
境
部
環
境
課
課
長
補
佐
環
境
政

策
担
当　

坂
田
孝
浩
（
市
民
部
環
境
課

課
長
補
佐
環
境
政
策
担
当
）

▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課
課
長
補
佐
福
祉
保

護
担
当　

堀
内
一
幸
（
総
務
部
徴
税
課

課
長
補
佐
兼
徴
税
係
長
兼
税
務
課
課
長

補
佐
）

▼
健
康
福
祉
部
菊
之
池
保
育
園
副
園
長

（
課
長
補
佐
級
）　

栗
原
晶
子
（
市
民

部
子
育
て
支
援
課
花
房
保
育
園
副
園
長

（
係
長
級
））

▼
健
康
福
祉
部
菊
之
池
保
育
園
副
園
長

（
課
長
補
佐
級
）　

井
手
和
子
（
市
民
部

子
育
て
支
援
課
菊
之
池
保
育
園
副
園
長

（
係
長
級
））

▼
健
康
福
祉
部
花
房
保
育
園
副
園
長
（
課

長
補
佐
級
）　

池
田
節
代
（
市
民
部
子

育
て
支
援
課
第
二
幼
楽
園
副
園
長
（
係

長
級
））

▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
課
長
補
佐
高

齢
福
祉
担
当　

笹
原　

猛
（
市
民
部
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
め
ご
め
荘
課
長

補
佐
）

▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
課
長
補
佐
包

括
支
援
担
当　

田
中
文
代
（
市
民
部
生

き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
担
当
）

▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
健

康
推
進
担
当　

宮
村
恵
美
（
市
民
部
健

康
推
進
課
健
康
推
進
係
長
）

▼
七
城
総
合
支
所
総
務
振
興
課
課
長
補
佐

兼
総
務
振
興
係
長　

木
村
好
伸
（
建
設

部
土
木
課
工
務
係
長
）

▼
旭
志
総
合
支
所
産
業
建
設
課
課
長
補
佐

兼
農
林
振
興
係
長　

岡
島
誠
也
（
七
城

総
合
支
所
総
務
振
興
課
課
長
補
佐
兼
総

務
振
興
係
長
）

▼
会
計
課
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長　

倉
原

美
保
（
総
務
部
市
長
公
室
秘
書
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育

課
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長　

水
上
孝
道

（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
総

務
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育

課
課
長
補
佐
兼
泗
水
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
長　

上
村
雅
一
（
泗
水
総
合
支
所
産

業
建
設
課
課
長
補
佐
兼
農
林
振
興
係
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
泗
水
分
室
課
長

補
佐
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
泗
水
幼
稚

園
副
園
長
（
課
長
補
佐
級
）　

南　

綠

（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
泗

水
幼
稚
園
副
園
長
（
課
長
補
佐
級
））

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習

課
課
長
補
佐
社
会
教
育
担
当　

木
下
徳

幸
（
市
民
部
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
兼

国
保
・
医
療
給
付
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習

課
課
長
補
佐
兼
公
民
館
係
長　

倉
原
安

浩
（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

課
長
補
佐
兼
公
民
館
係
長
）
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
泗
水
分

室
課
長
補
佐
兼
教
育
係
長　

吉
野

子

（
教
育
委
員
会
事
務
局
泗
水
分
室
教
育

課
教
育
係
長
）

▼
議
会
事
務
局
課
長
補
佐　

德
永
裕
治

（
議
会
事
務
局
課
長
補
佐
議
事
担
当
）

●
係
長
級

▼
総
務
企
画
部
市
長
公
室
秘
書
係
長　

村

田
義
喜
（
企
画
部
国
際
交
流
課
国
際
交

流
係
長
）

▼
総
務
企
画
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係
長

冨
田
信

（
総
務
部
総
務
課
参
事
）

▼
総
務
企
画
部
総
務
課
総
務
行
政
係
長　

原
田
景
子
（
総
務
部
総
務
課
総
務
行
政

係
長
（
行
政
担
当
））

▼
総
務
企
画
部
総
務
課
職
員
係
長　

中
尾

孝
浩
（
総
務
部
職
員
課
人
事
給
与
係
長

（
給
与
担
当
））

▼
総
務
企
画
部
総
務
課
課
付
係
長
（
菊
池

広
域
連
合
派
遣
）　

山
本
美
千
代
（
監

査
委
員
事
務
局
監
査
係
長
）

▼
総
務
企
画
部
財
政
課
財
政
係
長　

山
田

哲
二
（
総
務
部
財
政
課
財
政
係
長
）

▼
総
務
企
画
部
人
権
啓
発
課
人
権
同
和
啓

発
係
長　

森　

栄
進
（
総
務
部
人
権
啓

発
課
人
権
同
和
啓
発
係
長
）

▼
総
務
企
画
部
男
女
共
同
参
画
推
進
課

男
女
共
同
参
画
推
進
係
長　

大
森
寛

子
（
総
務
部
男
女
共
同
参
画
推
進
課
参

事
）

▼
総
務
企
画
部
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

長　

小
池
雄
司
（
経
済
部
農
林
整
備
課

参
事
）

▼
総
務
企
画
部
企
画
振
興
課
情
報
統
計
係

長　

緒
方
久
人
（
企
画
部
企
画
振
興
課

参
事
）

▼
総
務
企
画
部
企
画
振
興
課
新
市
調
整
係

長　

古
閑
久
敏
（
企
画
部
企
画
振
興
課

新
市
調
整
係
長
）

▼
市
民
環
境
部
市
民
課
市
民
年
金
係
長　

髙
木
智
生
（
市
民
部
市
民
課
市
民
年
金

係
長
）

▼
市
民
環
境
部
税
務
課
市
民
税
係
長　

田

代
誠
也
（
総
務
部
税
務
課
市
民
税
係

長
）

▼
市
民
環
境
部
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長

出
口　

浩
（
経
済
部
商
工
観
光
課
参
事

兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
参
事
）

▼
市
民
環
境
部
環
境
課
環
境
政
策
係
長　

開
田
智
浩
（
市
民
部
環
境
課
環
境
政
策

係
長
）

▼
市
民
環
境
部
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係
長

三
池
克
徳
（
市
民
部
環
境
課
廃
棄
物
対

策
係
長
）

▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課
福
祉
保
護
係
長　

菊
永
圭
一
（
市
民
部
福
祉
課
参
事
）

▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
長

竹
村
秀
一
（
市
民
部
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
長
）

▼
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支

援
係
長　

宇
野
木
浩
二
（
市
民
部
子
育

て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
長
）

▼
健
康
福
祉
部
菊
之
池
保
育
園
係
長　

宮

本
和
枝
（
市
民
部
子
育
て
支
援
課
第
一

幼
楽
園
副
園
長
（
係
長
級
））

▼
健
康
福
祉
部
花
房
保
育
園
係
長　

野
原

朱
實
（
市
民
部
子
育
て
支
援
課
砦
保
育

園
副
園
長
（
係
長
級
））

▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
高
齢
福
祉
係

長　

髙
野
浩
幸
（
市
民
部
生
き
が
い
推

進
課
高
齢
福
祉
係
長
）

▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

長　

德
永
雅
彦
（
市
民
部
生
き
が
い
推

進
課
介
護
保
険
係
長
）

▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支

援
係
長　

渡
邉
弘
子
（
市
民
部
生
き
が

い
推
進
課
包
括
支
援
係
長
）

▼
健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ

ま
ご
め
荘
係
長　

柴
田
浩
章
（
市
民
部

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
参

事
）

▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療

給
付
係
長　

丸
山
宏
美
（
会
計
課
会
計

係
長
）

▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

長　

本
田
和
佳
子
（
市
民
部
健
康
推
進

課
参
事
）

▼
経
済
部
農
林
振
興
課
林
政
係
長　

佐
野

木
成
俊
（
旭
志
総
合
支
所
産
業
建
設
課

農
林
振
興
係
長
）

▼
経
済
部
農
林
整
備
課
農
林
工
務
係
長　

安
武
邦
男
（
市
民
部
生
き
が
い
推
進
課

高
齢
福
祉
係
長
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
担

当
））

▼
建
設
部
土
木
課
管
理
係
長　

古
田
十
咲

（
七
城
総
合
支
所
民
生
課
衛
生
福
祉
係

長
）

▼
建
設
部
土
木
課
工
務
係
長　

笹
本
芳
久

（
建
設
部
土
木
課
参
事
）

▼
建
設
部
都
市
整
備
課
建
築
係
長　

前
川

幸
輝
（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
係
長
）

▼
建
設
部
下
水
道
課
管
理
係
長　

城　

勝

博
（
総
務
部
徴
税
課
参
事
）

▼
建
設
部
下
水
道
課
工
務
係
長　

葛
原
公

久
（
経
済
部
農
林
整
備
課
農
林
工
務
係

長
）

▼
七
城
総
合
支
所
民
生
課
市
民
税
務
係
長

泉　

大
助
（
総
務
部
総
務
課
総
務
行
政

係
長
（
総
務
担
当
）
兼
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
係
長
）

▼
七
城
総
合
支
所
民
生
課
衛
生
福
祉
係
長

木
村
美
智
子
（
総
務
部
人
権
啓
発
課
西

部
市
民
セ
ン
タ
ー
係
長
）

▼
七
城
総
合
支
所
産
業
建
設
課
建
設
係
長

久
川
知
己
（
建
設
部
下
水
道
課
工
務
係

長
）

▼
旭
志
総
合
支
所
民
生
課
市
民
税
務
係
長

上
田
敏
雄
（
旭
志
総
合
支
所
民
生
課
市

民
係
長
）

▼
泗
水
総
合
支
所
民
生
課
市
民
税
務
係
長

歌
岡
憲
一
（
建
設
部
都
市
整
備
課
都
市

整
備
係
長
）

▼
泗
水
総
合
支
所
民
生
課
衛
生
福
祉
係
長

松
寺
盛
親
（
泗
水
総
合
支
所
民
生
課
参

事
）

▼
泗
水
総
合
支
所
産
業
建
設
課
農
林
振
興

係
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
泗
水
分
室

係
長　

迫　

公
夫
（
経
済
部
農
林
振
興

課
参
事
）

▼
水
道
局
水
道
課
総
務
係
長　

笹
原
智
惠

（
経
済
部
農
林
振
興
課
参
事
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育

課
学
務
係
長　

安
武
睦
夫
（
教
育
委
員

会
事
務
局
学
校
教
育
課
学
務
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
係
長　

髙
山
賢
一
（
教
育

委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
参
事
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習

課
文
化
振
興
係
長　

安
永
秀
樹
（
市
民

部
生
き
が
い
推
進
課
高
齢
福
祉
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
社
会
体
育

課
社
会
体
育
係
長　

吉
田　

武
（
教
育

委
員
会
事
務
局
社
会
体
育
課
社
会
体
育

係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
社
会
体
育

課
課
付
係
長　

倉
原
桂
一
（
教
育
委
員

会
事
務
局
社
会
体
育
課
参
事
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
七
城
分
室

教
育
係
長　

古
橋
郁
代
（
教
育
委
員
会

事
務
局
七
城
分
室
教
育
課
教
育
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
旭
志
分
室

教
育
係
長　

井
本
か
お
る
（
教
育
委

員
会
事
務
局
旭
志
分
室
教
育
課
教
育
係

長
）

▼
議
会
事
務
局
議
会
係
長　

松
原
憲
一

（
議
会
事
務
局
議
事
係
長
）

▼
監
査
事
務
局
監
査
係
長　

宇
野
木
洋
一

（
総
務
部
職
員
課
人
事
給
与
係
長
（
人

事
担
当
））

●
退
職
者

▼
谷
口　

誠
（
総
務
部
長
）

▼
山
田
憲
章
（
建
設
部
長
）

▼
古
川
幸
博
（
市
民
部
次
長
）

▼
春
木
義
臣
（
泗
水
総
合
支
所
長
（
次
長

級
））

▼
永
田
哲
士
（
議
会
事
務
局
長
（
次
長

級
））

▼
冨
田
恭
一
（
市
民
部
付
首
席
審
議
員
）

▼
田
代
武
則
（
七
城
総
合
支
所
長
（
首
席

審
議
員
））

▼
三
池
繁
廣
（
旭
志
総
合
支
所
長
（
首
席

審
議
員
））

▼
山
田
浩
文
（
水
道
局
長
（
首
席
審
議

員
））

▼
志
水
康
隆
（
税
務
課
長
）

▼
山
内
理
至
（
市
民
課
長
）

▼
嶋
津
喜
勝（
男
女
共
同
参
画
推
進
課
長
）

▼
西
野
嘉
郎
（
土
木
課
長
）

▼
岩
根
良
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

教
育
課
旭
志
幼
稚
園
長
（
課
長
級
））

▼
宮
本
静
代
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

教
育
課
泗
水
幼
稚
園
長
（
課
長
級
））

▼
知
里
口
孝
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
七

城
分
室
教
育
課
長
）

▼
宇
野
木
益
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
旭

志
分
室
教
育
課
長
）

▼
齋
藤　

誠（
農
業
委
員
会
事
務
局
長（
課

長
級
））

▼
大
矢
野
美
恵
子（
会
計
課
総
務
審
議
員
）

▼
志
水
朝
子
（
泗
水
総
合
支
所
民
生
課
課

長
補
佐
）

▼
牧　

美
代
志
（
泗
水
総
合
支
所
民
生
課

課
長
補
佐
）

▼
守
田
英
一
（
職
員
課
付
係
長
）

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
職
員
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
４

　

下
水
道
料
金
が
「
人
数
に
よ
る
定
額

制
」
の
ご
家
庭
は
、人
数
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
早
急
に
下
水
道
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
産
業
建
設
課
へ
ご
連
絡
い
た

だ
き
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に

長
期
入
院
や
単
身
赴
任
な
ど
で
住
民
票

を
異
動
し
な
い
人
数
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
確
実
に
届
出
（
期
間
を
証
明
す
る

書
類
を
添
付
）
を
お
願
い
し
ま
す
。
料

　

農
繁
期
で
あ
る
３
月
１
日
か
ら
５
月

31
日
ま
で
の
３
カ
月
間
、
全
国
で
春
の

農
作
業
安
全
確
認
運
動
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
落
・
転
倒
、

草
刈
り
機
の
刃
へ
の
接
触
な
ど
に
よ
り
、

県
内
で
は
平
成
22
年
中
に
14
件
の
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
場
合
が
多
い
の
で
、
特

に
次
の
点
に
気
を
付
け
て
、
農
作
業
安

全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
正
し
い
機
械
の
取
り
扱
い
、
操
作
方

法
を
身
に
付
け
る
。

・
作
業
に
適
し
た
作
業
服
や
防
護
具
を

着
用
す
る
。

・
足
場
が
滑
る
、
路
肩
が
見
え
に
く
い

な
ど
条
件
の
悪
い
場
合
は
、
無
理
に

運
転
作
業
を
し
な
い
。

・
運
転
操
作
は
、
余
裕
を
持
っ
て
確
実

に
行
う
。

・
機
械
の
点
検
・
整
備
は
、
必
ず
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
う
。

・
機
械
の
日
常
点
検
・
定
期
点
検
に
努

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち

し
た
ひ
な
が
落
ち
て
い
て
も
、
必
ず
親

鳥
が
保
護
し
ま
す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
熊
本
県
で
は

５
月
10
日
（
木
）
か
ら
の
１
カ
月
間
を

指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕

獲
な
ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局

林
務
課
、
ま
た
は
熊
本
県
庁
自
然
保
護

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局
林
務
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
２
３
４
７

・
熊
本
県
自
然
保
護
課
野
生
鳥
獣
班

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
７
５

家
庭
の
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
早
急
に
連
絡
を

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
の

推
進

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
お
よ
び

指
導
取
締
強
化
月
間

め
る
。

・
一
人
で
作
業
を
す
る
場
合
は
、
ど
こ

で
作
業
を
し
て
い
る
か
を
家
族
に
知

ら
せ
て
お
く
。

・
過
労
運
転
・
酒
気
帯
び
運
転
は
し
な
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
農
林
振
興
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
１

金
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
完
了
の
翌
月

以
降
を
対
象
に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
連
絡
が
な
い
場
合
は
下
水
道

料
金
が
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
（
浄
水
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
４
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光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は　
自
動
車
や
工

場
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
と
炭

化
水
素
な
ど
は
、
太
陽
か
ら
の
紫
外
線

を
受
け
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
を
発
生

さ
せ
ま
す
。
こ
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
が
あ
る
濃
度
以
上
に
な
る
と
目
が
チ

カ
チ
カ
す
る
、
喉
が
痛
く
な
る
、
気
分

が
悪
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
出
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

発
生
し
や
す
い
時
期
、
気
象

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
５
月
か
ら
10
月

の
夏
場
を
中
心
と
し
て
、
よ
く
晴
れ
て

日
射
が
強
く
、
気
温
が
高
く
、
風
の
弱

い
日
に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
特

に
、遠
く
の
山
や
建
物
が
モ
ヤ
が
か
か
っ

た
よ
う
に
見
え
に
く
い
日
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

情
報
の
提
供　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ

る
健
康
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、「
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
」
が
発
令
さ
れ
た

時
点
で
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
市
民
の

皆
さ
ん
に
注
意
を
呼
び
か
け
ま
す
。
ま

た
、
注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
各
報
道
機
関
か
ら
も
発
令
・
解
除

情
報
が
流
れ
ま
す
の
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
の
情
報
に
も
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
た
と
き

・
学
校
や
施
設
で
は
、
で
き
る
だ
け
屋

外
で
の
運
動
を
避
け
、
屋
内
に
入
り

ま
し
ょ
う
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

新
し
い
介
護
保
険
料
が

決
ま
り
ま
し
た

・
目
に
刺
激
や
痛
み
を
感
じ
た
人
は
、
洗

眼
し
ま
し
ょ
う
。

・
喉
、鼻
に
刺
激
や
痛
み
を
感
じ
た
人
は
、

う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
症
状
が
ひ
ど
い
人
は
、
医
師
の
手
当
て

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
健
康
被
害
者
は
、

子
ど
も
た
ち
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
康
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
を
実
行
し
て
く
だ

さ
い
。

・
病
弱
な
子
ど
も
や
当
日
体
の
調
子
が

悪
い
子
ど
も
は
屋
内
で
休
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

・
屋
外
で
の
過
激
な
運
動
は
な
る
べ
く

避
け
て
く
だ
さ
い
。

・
な
る
べ
く
窓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境
政
策
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
７

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
40
歳
以
上
の
全
て
の

人
に
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の

介
護
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用
に

応
じ
て
、
３
年
ご
と
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
、
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、

65
歳
以
上
の
人
の
負
担
率
が
20
％
か
ら

21
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

７
段
階
設
定
は
、
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

費
用
の
負
担
は
、
半
分
を
国
・
県
・
市

が
負
担
し
、
残
り
の
半
分
を
40
歳
以
上

の
全
て
の
人
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
る
介
護
保
険
料
は
、

本
市
の
介
護
保
険
を
運
営
し
て
い
く
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
介
護
保
険
制

度
と
保
険
料
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼介護保険料（年額）

段階・対象者 計算方法 保険料
（年額）

【第 1段階】　生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で
世帯全員が住民税非課税の人 基準額× 0.5 31,800

【第 2段階】　世帯全員が住民税非課税で、前年の合計
所得金額と課税年金収入額の合計が 80万円以下の人 基準額× 0.5 31,800

【第 3段階】　世帯全員が住民税非課税で第１・第２段
階に該当しない人 基準額× 0.75 47,700

【第 4段階】　本人が住民税非課税で、世帯の中に住民
税課税者がいる人で、課税年金収入金額と合計所得金
額の合計が 80万円以下の人

基準額× 0.85 54,060

【第 5段階】　本人が住民税非課税で、世帯の中に住民
税課税者がいる人で、課税年金収入金額と合計所得金
額の合計が 80万円を超える人

基準額× 1.00 63,600

【第 6段階】　本人が住民税課税で、前年の合計所得金
額が 190万円未満の人 基準額× 1.25 79,500

【第 7段階】　本人が住民税課税で、前年の合計所得金
額が 190万円以上の人 基準額× 1.5 95,400

平
成
24
年
度
か
ら
65
歳
以
上
の
人
が
納

め
る
保
険
料

　

本
市
の
保
険
料
が
左
表
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
し
た
。
基
準
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。

基
準
額　

月
額　
　
５
３
０
０
円

　
　
　
　

年
額　

６
３
６
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
5

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

▼複合健診　実施期間　8月・９月　ところ　菊池養生園
健 診 項 目 対象者 個人負担額

生活習慣病健診 身体・血圧測定、尿検査、心電図、血液検査（肝
機能、腎機能、血糖検査など） 19～ 39歳 　2,000 円

特定健診
(菊池市国民健康保険加入者 )

身体・血圧測定、尿検査、心電図、血液検査（肝
機能、腎機能、血糖検査など） 40～ 74歳 40～ 69歳　1,500 円

70～ 74歳　   800 円
後期高齢者健診 身体・血圧測定、尿検査、血液検査（肝機能、腎

機能、血糖検査など） 満 75歳以上 800円

結核健診
65歳以上の人
はどちらか１つ

胸部Ｘ線検査 65歳以上 無　　料

肺がん検診
胸部Ｘ線検査（二重読影）

30歳以上
30～ 69歳　　500円
70歳以上　　200円

喀痰検査（検診当日、問診で必要な人のみ） 30～ 69歳　　800円
70歳以上　　300円

胃がん検診（バリウム） バリウムによる透視検査 30歳以上 30～ 69歳　1,000 円
70歳以上　　500円

腹部超音波検診 肝臓・ひ臓・腎臓・すい臓・胆のうなどの検査 19歳以上 19～ 69歳　1,500 円
70歳以上　1,000 円

大腸がん検診
（便潜血検査）

２日法による便潜血検査　※内視鏡検査は
便潜血検査の結果により11月に実施 30歳以上 30～ 69歳  　500円

70歳以上　  200 円

子宮がん検診
（どちらか１つ）

集　団 子宮頚部検査 20歳以上 20～ 69歳　1,200 円
70歳以上　  500 円

個　別 子宮頚部検査　※市内の産婦人科医院にて
７月・11月に実施 20歳以上 20～ 69歳　1,600 円

70歳以上　  500 円

乳がん検診
（どちらか１つ）

超 音 波 乳房超音波検査 20歳以上 20～ 69歳　1,000 円
70歳以上　  300 円

マンモグラフィ Ｘ線による検査 40歳以上 40～ 69歳　1,000 円
70歳以上　  500 円

▼個別検診　※ただし、がん検診はありません。実施期間　８月～平成 25年２月 28日（木）
健 診 項 目 対象者 個人負担額

特定健診
（菊池市国民健康保険加入者）

身体・血圧測定、尿検査、血液検査（肝機能、腎
機能、血糖検査など） 40～ 74歳 40～ 69歳　1,500 円

70～ 74歳　　800円
後期高齢者健診 身体・血圧測定、尿検査、血液検査（肝機能、腎

機能、血糖検査など） 満 75歳以上 800円

対象者の年齢は平成25年3月31日現在（後期高齢者健診を除く）

　

５
月
中
旬
に
「
平
成
24
年
度
健
診
申

込
書
」
を
世
帯
毎
に
郵
送
し
ま
す
。
健

診
を
申
し
込
ん
だ
人
に
は
、
７
月
中
旬

に
日
程
表
や
問
診
票
な
ど
を
郵
送
し
ま

す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

健
診
は
、
あ
な
た
の
生
活
を
見
つ
め

な
お
す
良
い
機
会
で
す
。
自
覚
症
状
で

判
断
せ
ず
、
病
気
の
予
防
と
早
期
発
見
・

治
療
の
た
め
に
、
ま
ず
は
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

申
込
書
提
出
期
限　
５
月
25
日
（
金
）

申
込
方
法　

同
封
の
返
信
用
封
筒
（
切

手
不
要
）
で
返
信
い
た
だ
く
か
、
健
康

推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
民
生
課
へ

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
の
方
法　
集
団
健
診
（
複
合
健
診
）

と
個
別
健
診
が
あ
り
ま
す
。
集
団
健
診

は
、
生
活
習
慣
病
健
診
、
特
定
健
診
、

後
期
高
齢
者
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
を

平
成
24
年
度

健
診
申
込
書
提
出
の
お
願
い

同
じ
日
に
健
診
を
組
み
合
わ
せ
て
、
菊

池
養
生
園
で
受
け
る
健
診
で
す
。
個
別

健
診
は
市
が
指
定
し
た
医
療
機
関
で
個

別
に
受
け
る
健
診
で
す
。
た
だ
し
、
が

ん
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
の
種
類

・
生
活
習
慣
病
健
診　

・
特
定
健
診　

※
菊
池
市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
人
は
、

今
回
の
健
診
申
込
書
で
は
特
定
健
診

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
全
国

健
康
保
険
協
会
（
社
会
保
険
）・
共

済
組
合
な
ど
加
入
し
て
い
る
保
険
に

よ
り
健
診
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
各
事

業
所
・
保
険
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

各
種
が
ん
検
診
は
、
市
の
検
診
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
後
期
高
齢
者
健
診

・
結
核
健
診

・
各
種
が
ん
検
診
（
胃
が
ん
検
診
・
腹

部
超
音
波
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
）

人
間
ド
ッ
ク

・
実
施
期
間　
12
月
25
日
（
火
）
ま
で

・
申
込
期
限　
11
月
30
日
（
金
）

※
菊
池
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

満
30
歳 

〜
69
歳
ま
で
の
人
が
対
象
で

す
。

※
健
康
推
進
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
民
生

課
で
別
途
申
し
込
み
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
８

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
９
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人
な

ど
の
名
義
の
軽
自
動
車
（
家
族
の
運
転

も
含
む
）
で
、
障
が
い
の
程
度
、
使
用

目
的
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
場
合
に
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
ま
す
。

　

減
免
申
請
は
５
月
24
日
（
木
）
ま
で

に
税
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
減
免
は
普

通
車
を
含
め
１
人
１
台
で
、
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
納
税
通
知
書

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
な
ど

・
運
転
さ
れ
る
方
の
運
転
免
許
証　

・
車
検
証

・
印
か
ん

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
６

　

ご
み
の
減
量
化
の
一
環
と
し
て
生
ご

み
処
理
機
な
ど
を
購
入
す
る
市
民
に
対

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
処
理
機
な
ど

  

生
ご
み
を
堆
肥
と
し
て
再
生
処
理
す
る

容
器
お
よ
び
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
で
、

耐
久
性
に
優
れ
て
い
る
も
の
。

対
象
者　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

補
助
率
と
補
助
限
度
額

　

１
世
帯
当
た
り
処
理
機
な
ど
１
機
に

つ
き
購
入
価
格
の
３
分
の
１
以
内
と

し
、
電
動
式
の
場
合
２
万
円
、
そ
の
他

は
３
千
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
ま
た
、

補
助
の
金
額
は
１
０
０
円
単
位
と
し

１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
ま

す
。

提
出
書
類

・
交
付
要
綱
に
定
め
ら
れ
た
申
請
書
と
請

求
書

・
購
入
者
と
購
入
価
格
が
確
認
で
き
る
書

類（
領
収
書
な
ど
。
レ
シ
ー
ト
は
不
可
）

　

申
請
書
提
出
の
締
め
切
り
は
、
平
成

25
年
２
月
28
日
（
木
）
ま
で
、
ま
た
は

予
算
が
終
了
し
た
と
き
と
し
ま
す
。
な

申
請

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人

の
軽
自
動
車
税
減
免

生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
に
対

し
て
補
助
金
が
あ
り
ま
す

平
成
24
年
度
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
の
申
請

を
受
付
中
で
す

　

現
在
、
市
営
住
宅
に
空
き
部
屋
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
空
き
部
屋
が
発
生
し
た

際
、
速
や
か
に
入
居
を
紹
介
で
き
る
よ

う
補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
付

期
間
内
に
申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
希

望
の
団
地
ご
と
に
抽
選
で
入
居
順
位
を

決
定
し
、
空
き
部
屋
の
紹
介
を
行
い
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
、
広
報
き
く
ち
４

月
号
（
26
ペ
ー
ジ
）
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
6
月
1
日
（
金
）
〜
6
月
15
日
（
金
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
必
着
（
期

日
厳
守
）
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

・
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
３

・
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

市
営
住
宅
補
充
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

募
集

お
、
設
置
途
中
や
設
置
後
の
申
請
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

補
助
の
対
象
者　
本
市
に
居
住
ま
た
は

居
住
を
予
定
し
、
市
内
の
居
住
用
住
宅

（
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
を
含
み
、
賃

貸
用
は
除
く
）
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
個
人
。
補
助
金
の
交
付

は
１
住
宅
に
つ
き
１
回
限
り
と
し
、
補

助
の
対
象
と
な
る
経
費
は
新
規
で
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
た
め
の

費
用
と
し
ま
す
。
増
設
・
取
り
換
え
・

一
部
改
修
な
ど
に
要
す
る
費
用
は
補
助

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
税

の
未
納
が
な
い
申
請
者
が
対
象
で
す
。

補
助
額

　

１
㌗
当
た
り
３
万
円
で
上
限
15
万
円

（
１
０
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

補
助
金
交
付
申
請
書
な
ど
の
書
類

　

申
請
書
な
ど
の
書
類
は
、
環
境
課
に

準
備
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

注
意
事
項

・ 

申
請
者
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

前
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
交
付
決
定
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

・
事
業
完
了
後
、
完
了
日
を
含
む
30
日
以

内
に
実
績
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
事
業
完
了
日
が
平
成
25
年

３
月
１
日
以
降
の
場
合
は
同
年
３
月
29

日
ま
で
と
し
ま
す
。

県
お
よ
び
国
の
補
助
制
度　
次
の
連
絡

先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
県
の
補
助
制
度

　
熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
新
産
業
振
興

局
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
２
０

・
国
の
補
助
制
度

　

太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー
（J

－PEC

）

　
☎
０
４
３
（
２
３
９
）
６
２
０
０

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境
政
策
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
７

・
処
理
機
な
ど
の
性
能
な
ど
が
確
認
で
き

る
カ
タ
ロ
グ
な
ど

・
申
請
者
の
税
の
未
納
が
な
い
証
明
書

（
市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
民
生
課

発
行
の
も
の
）

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

・
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
７

・
各
総
合
支
所
民
生
課

統
計
調
査
員
の
役
割

　

各
種
行
政
施
策
の
立
案
に
必
要
な
基

礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
国

勢
調
査
」
な
ど
の
統
計
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
統
計
調
査
員
は
、
各
種
統
計

調
査
に
お
い
て
調
査
区
の
確
認
や
地
図

の
作
成
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
な
ど

を
行
い
ま
す
。
調
査
方
法
は
統
計
調
査

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

統
計
調
査
員
登
録
制
度

　

本
市
に
は
、
統
計
調
査
員
登
録
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
あ
ら
か
じ
め
統

計
調
査
員
と
し
て
継
続
的
に
協
力
で
き

る
意
志
の
あ
る
人
を
登
録
し
て
お
く
も

の
で
す
。
各
種
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ

る
と
き
は
優
先
的
に
選
任
し
ま
す
。
統

計
調
査
員
確
保
の
円
滑
化
・
効
率
化
を

図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

登
録
条
件　
統
計
調
査
員
登
録
の
条
件

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
原
則
と
し
て
20
歳
以
上
の
人

・
責
任
を
持
っ
て
調
査
員
事
務
が
で
き
、

調
査
員
事
務
打
ち
合
わ
せ
会
な
ど
に

出
席
で
き
る
人

・
調
査
活
動
に
熱
意
を
持
っ
て
従
事
で
き

る
人

・
調
査
を
最
後
ま
で
貫
徹
で
き
る
健
康
や

体
力
に
自
信
が
あ
る
人

・
調
査
上
知
り
得
た
情
報
の
秘
密
保
持
に

責
任
を
持
て
る
人

・
税
務
や
警
察
事
務
に
従
事
し
て
い
な

い
、
報
道
関
係
で
な
い
、
興
信
所
な

ど
に
勤
務
し
て
い
な
い
、
選
挙
運
動

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）
で
は
、

日
帰
り
の
送
迎
で
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、

機
能
訓
練
、
食
事
や
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
家
族
以
外
の
人

と
交
流
す
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
つ
ま
ご
め
荘
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
１
６
０
０

統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

つ
ま
ご
め
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
募
集

に
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い
人

そ
の
他

・
登
録
調
査
員
が
各
種
統
計
調
査
の
調
査

員
に
任
命
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
期
間

は
非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
ま
す

・
調
査
活
動
に
応
じ
調
査
員
報
酬
が
支
給

さ
れ
ま
す

・
調
査
活
動
中
の
事
故
は
公
務
災
害
補
償

の
認
定
対
象
と
な
り
ま
す

申
込
方
法

　

企
画
振
興
課
に
申
込
用
紙
を
準
備
し

て
い
ま
す
。
事
前
に
電
話
連
絡
し
て
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
調
査
の
内

容
や
統
計
調
査
員
登
録
制
度
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
振
興
課
情
報
統
計
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
９

勤
務
場
所　
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

期　
間

　
６
月
１
日
（
金
）
〜
９
月
９
日
（
日
）

※
シ
フ
ト
制
、
勤
務
は
応
相
談

募
集
人
員　
5
人
程
度

条　
件　
　
18
歳
以
上

申
込
方
法　

履
歴
書
を
持
参
し
て
、
社

会
体
育
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
5
月
15
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
社
会
体
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

　

児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
育
園
・
幼

稚
園
に
行
っ
て
い
な
い
未
就
園
児
の
親

子
を
対
象
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

人
形
劇
、
手
遊
び
、
お
も
ち
ゃ
作
り
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
広
い
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
走
っ
た
り
、
お
も

ち
ゃ
で
遊
ぶ
事
も
で
き
ま
す
よ
。
一
度

あ
そ
び
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

毎
月
第
２
・
第
３
・
第
４
水

曜
日
〈
予
定
〉

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー
（
西
部
市
民

セ
ン
タ
ー
２
階
）

※
月
に
よ
っ
て
は
内
容
を
変
更
す
る
場

対
象
者　

市
内
未
就
学
児
（
年
中
・
年

長
者
に
限
る
）

と　
き

　
６
月
５
日
（
火
）
〜
７
月
10
日
（
火
）

　
毎
週
火
曜
日
、
午
後
２
時
30
分

　
〜
午
後
３
時
30
分
（
全
6
回
）

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
プ
ー
ル

申
込
期
限　
５
月
25
日
（
金
）

内　
容

　
水
慣
れ
、
顔
付
け
、
も
ぐ
る
、
泳
ぐ

参
加
費　
１
０
０
０
円

募
集
人
員　
20
人
（
先
着
順
）

指
導
者　
文
部
科
学
省
認
定
コ
ー
チ

　
　
　
　
坂
田
は
る
み
さ
ん

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　
教
育
委
員
会
泗
水
分
室

　
☎
０
９
６
８
（
38
）
２
２
５
８

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

児
童
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く
ク
ラ
ブ

「
幼
児
水
泳
教
室
」
生
徒
募
集

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
毎
月

の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
活
動
日

以
外
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
３
４
７
２

と　
き　
６
月
〜
平
成
25
年
２
月

　
毎
月
第
３
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象
者　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

定　
員　
25
人
程
度

講　
師　
葛く

ず
は
ら原

ゆ
か
り
さ
ん

参
加
費　
２
５
０
０
円
（
９
回
分
）

申
込
期
限　
５
月
25
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
６
２
７

健
康
料
理
教
室
会
員
募
集
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市
民
の
広
場

菊
池
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集

と　
き　
６
月
２
日
（
土
）
〜
９
月
９
日

（
日
）
毎
週
火
・
土
曜
日

　
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
営
菊
池
プ
ー
ル

対
象
者　
４
〜
12
歳

月
会
費　
１
人
３
、０
０
０
円
（
兄
弟
姉

妹
は
１
人
２
、５
０
０
円
）
※
入
会
時
に

保
険
料
８
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す
。

受
付
期
間　
５
月
22
日
（
火
）
〜
５
月
26

日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

　
菊
池
市
営
菊
池
プ
ー
ル
内
の
協
会
事
務

所
に
て
受
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
菊
池
市
水
泳
協
会
（
和わ

だ田
）

　
☎
０
８
０
（
５
２
０
２
）
４
７
５
４

女
性
の
会　
会
員
募
集

　
菊
池
市
女
性
の
会
で
は
「
女
性
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
す
す
め
、
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を

目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
随
時
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
中な

か
は
ら原

　
☎
０
８
０
（
１
７
１
９
）
１
５
４
３

菊
池
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
部
員
募
集
！

　
野
球
に
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
人
、
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
な
く
て
も
、
バ
ッ

ト
に
ボ
ー
ル
が
当
た
ら
な
く
て
も
大
丈

夫
！
み
ん
な
で
楽
し
く
練
習
し
ま
せ
ん

か
？
い
つ
で
も
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
！

対　
象　
市
内
の
小
学
１
〜
６
年
生
男
女

練
習
日　
毎
週
火・木
曜
日（
ナ
イ
タ
ー
）、

土
・
日
曜
日
、
祝
日

※
練
習
日
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
の
で
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
旧
菊
池
東
中
学
校
・
菊
池
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
先　
寺て

ら
い井

　
☎
０
８
０
（
５
２
７
１
）
９
２
９
９

菊
池
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ　
ク
ラ
ブ
員
募
集

対　
象　
一
般
・
小
中
高
生

練
習
日　
５
月
20
日
（
日
）
以
降
月
１
回

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

※
場
合
に
よ
っ
て
は
午
後
の
練
習
も
可
能
。

と
こ
ろ　
竜
門
ダ
ム
斑
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
場

年
会
費
（
保
険
代
込
み
）

　
大
人　
　
　
　
２
、０
０
０
円

　
中
学
生
以
下　
１
、０
０
０
円

※
各
大
会
ご
と
に
参
加
代
な
ど
を
徴
収
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

・
菊
池
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
山や

ま
ぐ
ち口

）

　
☎
０
９
0
（
１
９
７
４
）
１
３
２
５

・
ボ
ー
ト
場
内
県
ボ
ー
ト
協
会
（
和わ

だ田
）

　
☎
０
９
６
８
（
27
）
０
３
１
０

第
19
回
菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

登
録
大
会

　
新
年
度
最
初
の
大
会
に
な
り
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
登
録
（
参
加
）
チ
ー
ム
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
５
月
12
日
（
土
）

　
開
会　
午
後
７
時

と
こ
ろ　
菊
池
体
育
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ス

女
子
の
部　
49
歳
以
下
、
50
歳
〜
59
歳
以
下

男
子
の
部　
49
歳
以
下
、50
歳
〜
59
歳
以
下
、

60
歳
以
上
（
女
子
の
み
可
）

※
男
子
の
部
は
男
女
混
合
可　

参
加
資
格　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
人
（
学
生
不
可
）

参
加
料　
１
チ
ー
ム
１
、５
０
０
円

受　
付　
５
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

　
　
　
　
菊
池
市
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
菊
池
支
部
事
務
局　
松ま

つ
も
と本　

忍
し
の
ぶ

　
☎
０
９
０
（
１
１
６
２
）
７
５
５
７

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
＆
ダ
ン
ス
教
室

　
有
酸
素
運
動
で
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
！
健

康
維
持
・
体
力
づ
く
り
に
効
果
的
で
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス
で
は
、
検
定
級
の
取
得
、

競
技
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

対　
象　
幼
児
か
ら
大
人
ど
な
た
で
も

練
習
日

①
幼
児　
木
曜
日
ま
た
は
土
曜
日

　
　
　
　
午
後
７
時
〜

②
小
学
生　
火
・
木
・
土
曜
日

　
週
１
〜
３
回　
午
後
７
時
〜

③
大
人　
木
曜
日
ま
た
は
土
曜
日

　
　
　
　
午
後
８
時
〜　

と
こ
ろ　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
火・木
）

　
　
　
　
旭
志
中
央
公
民
館
（
土
）

☆
無
料
体
験
☆
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
♪

問
い
合
わ
せ
先　
岩い

わ
た田

　
☎
０
８
０
（
６
４
０
１
）
０
６
３
５

「
第
二
回
全
力
会
議
」
開
催
日
の
変
更

　
広
報
き
く
ち
４
月
号
に
掲
載
し
た
「
第

二
回
全
力
会
議
」
の
開
催
日
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
お
か
け
し

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　
き　
５
月
17
日
（
木
）
午
後
７
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
公
民
館
大
研
修
室

議　
題　
「
泗
水
独
立
運
動
を
考
え
る
」

参
加
条
件　
自
分
以
外
の
人
と
仲
良
く
し

た
い
と
考
え
て
い
る
人
。
菊
池
市
が
良
く

な
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
人
。

問
い
合
わ
せ
先　
平

た
い
ら

　
☎
０
９
０
（
５
４
８
８
）
２
６
５
１

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
皆
さ
ん
が
知
ら
せ

た
い
と
思
う
情
報
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
編
集

の
都
合
上
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

泗
水
ヨ
ガ
教
室

　
ヨ
ガ
と
は
調
和
で
す
。
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ

で
身か

ら
だ体

と
心
の
調
和
を
保
ち
ま
せ
ん
か
？

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
行
っ
て
ま
す
♪

と　
き　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ　
泗
水
公
民
館
２
階
和
室

☆
無
料
体
験
受
付
中
☆

　
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

問
い
合
わ
せ
先　
牛う

し
じ
ま嶋

　
☎
０
８
０
（
５
２
５
０
）
９
３
７
０

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

菊
池
市
健
康
づ
く
り
教
室
〜
い
き

い
き
養
生
塾
第
１・
２
期
生
〜

参
加
者
同
時
募
集
！

平
成
24
年
度
警
察
職
員
採
用
試
験

（
警
察
官
Ａ
・
警
察
行
政
）

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
地
域

リ
ー
ダ
ー
研
修
生
を
募
集
し
ま
す

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す
る
た

め
の
健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
を
通
じ
て
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
!?

募
集
対
象　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
（
病

気
療
養
中
で
、
主
治
医
よ
り
運
動
制
限

が
あ
る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

と
き
・
内
容　
別
表
の
と
お
り

時　
間

・
第
１
期　
午
前
９
時
〜
正
午

・
第
２
期　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ　

菊
池
養
生
園
（
雨
天
時
：
泗

水
体
育
館
）

定　
員　
30
人

参
加
料

・
第
１
期　

１
２
２
０
円
（
食
事
代
２
回

分
、
血
液
検
査
料
）

・
第
２
期
（
夜
間
）　

１
０
０
０
円
（
血

液
検
査
料
）

※
歩
数
計
を
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
養
生
園
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

・
第
１
期　
５
月
25
日
（
金
）

・
第
２
期
（
夜
間
）
７
月
27
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

・
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
８

・
各
総
合
支
所
民
生
課
衛
生
福
祉
係

・
菊
池
養
生
園

　
☎
０
９
６
８
（
38
）
２
８
２
０

受
付
期
間　
５
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
　
〜
５
月
25
日
（
金
）

１
次
試
験
日
・
試
験
内
容

・
警
察
官
Ａ　
７
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
教
養
・
論
文

・
警
察
行
政　
６
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
教
養
、
専
門
、
論
文

※
受
験
資
格
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
警
察
署
総
務
課

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
０
１
１
０

事
前
研
修　
９
月
下
旬

　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
基
礎
研
修

国
内
派
遣
研
修
（
埼
玉
県
・
東
京
都
）

　

11
月
８
日
（
木
）
〜
11
月
11
日
（
日
）

　
３
泊
４
日

自
主
研
修　
11
月
〜
12
月

事
後
研
修　
平
成
25
年
1
月
ご
ろ

募
集
期
間　
５
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
〜
６
月
28
日
（
木
）

募
集
期
限　
６
月
29
日
（
金
）
必
着

募
集
対
象　
市
内
在
住
の
20
〜
65
歳
未

満
の
男
女
で
、
全
研
修
に
意
欲
を
持
っ

て
参
加
で
き
る
人
。

募
集
人
員　
１
人
程
度

応
募
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
男
女
共
同
参
画
推
進
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
申
込
書

は
男
女
共
同
参
画
推
進
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
総
務
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

発　

表　

選
考
の
う
え
、
７
月
に
県
よ

り
通
知
し
ま
す
。

費　

用　

先
進
地
研
修
に
要
す
る
費
用

の
う
ち
、
県
が
３
分
の
１
、
市
が
残
り

３
分
の
２
以
内
（
上
限
４
万
円
）
の
額

を
補
助
し
ま
す
（
一
部
自
己
負
担
有
）。

事
前
・
事
後
研
修
の
旅
費
は
県
が
負
担

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室
課　
　
　
　

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
7
2
1
0

と　き 内　容第1期 第2期(夜間)
５月31日 (木 )８月２日 (木 ) 開講式　「まずは、今の私の身体を知ろう」血液検査 (検査後朝食あり )と体力測定
６月７日 (木 ) ８月９日 (木 ) しなやかな筋肉を作るストレッチと今日から始めるおすすめ筋トレ
６月14日 (木 )８月17日(金 ) わくわくエアロビクス
６月21日 (木 )８月23日(木 ) ドンドン血糖や脂肪が燃える、速歩の「姿勢」と「強さ」を体験
６月28日 (木 )８月30日(木 ) 速歩で歩いてドンドン燃やそう！ 100キロカロリー消費にチャレンジ
７月５日 (木 ) ９月６日 (木 ) 家でもやれる！筋力トレーニングとステップ運動
７月12日 (木 )９月13日(木 ) 短時間で効果絶大！さーきっとトレーニングに挑戦
７月19日 (木 )９月20日(木 ) 運動するなら、みんなで楽しく (健康運動指導士：YMCAむさし先生を迎えて )
７月26日 (木 )９月27日(木 ) 閉講式　10年後もいきいき元気をめざして「これまでの取り組みの成果を確かめよう」
８月31日 (金 )11月９日(金 ) 続・わくわくエアロビクス

▼別表期　
間　
８
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
〜
８
月
26
日
（
日
）

と
こ
ろ　
熊
本
県
立
美
術
館
分
館

シ
ル
バ
ー
作
品
展
へ
の

出
品
作
品
を
募
集

参
加
資
格　
平
成
25
年
４
月
１
日
（
月
）

時
点
で
60
歳
以
上
の
県
内
在
住
の
人

出
品
条
件

・
日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、
書
、
彫
刻
、

工
芸
で
、
出
品
者
に
よ
り
創
作
さ
れ

た
も
の

・
他
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品
し
た
こ

と
の
な
い
も
の

・
１
人
１
点
で
、
テ
ー
マ
は
自
由

※
各
部
門
の
出
品
規
格
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
品
料　
５
０
０
円

申
込
期
限　
６
月
29
日
（
金
）

申
込
方
法　
高
齢
支
援
課
に
あ
る
出
品

申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３
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５月３日
（祝）

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

仁誠会クリニック大津（内・循） 菊陽町 096（232）9595

川口病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）2230

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

５月４日
（祝）

いけざわこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（242）6633

仁誠会クリニック光の森（内） 菊陽町 096（285）3466

後藤整形外科医院（整） 菊池市 0968（25）2906

たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（233）3387

５月５日
（祝）

西山医院（内・循・小・リハ） 菊池市 0968（25）2561
あらいクリニック
（外・消・胃・肛・呼・内） 大津町 096（293）2358

菊池中央病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）3141

古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

そうごう薬局菊池店 菊池市 0968（23）1321

５月６日
（日）

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（232）5151

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

山下胃腸科クリニック（胃・内） 合志市 096（345）0600

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

あくね歯科医院 合志市 096（242）6480

5月13日
（日）

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

古田医院（内・循） 菊池市 0968（25）2280

かとう整形外科光の森（整・リハ・リウ） 菊陽町 096（349）2255

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100
三隅歯科医院 合志市 096（248）1101
七城中央薬局 菊池市 0968（25）5673

5月20日
（日）

宮本内科クリニック（内・循・小） 菊池市 0968（25）2047
しばた内科クリニック（内・呼・消・ア） 大津町 096（293）2050
柴田整形外科（整・内） 合志市 096（346）5500
まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111
石川歯科医院 菊陽町 096（232）5818
栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

きくちハート薬局 菊池市 0968（23）6100

5月27日
（日）

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106
山岡胃腸科内科（内・胃・消・肛） 合志市 096（248）9001

杜の里　かねこクリニック（内・胃・消・外） 菊池市 0968（23）7522

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455
いちかわ歯科クリニック 菊陽町 096（232）8088
泗水中央薬局 菊池市 0968（38）6820
よつば薬局菊池店 菊池市 0968（36）9373

6月3日
（日）

赤星医院（内・皮・呼） 菊池市 0968（25）2738
矢野医院（外・内・胃・放） 菊陽町 096（232）5266
森本整形外科医院（整・リハ・形・リウ） 合志市 096（242）2231
木庭耳鼻咽喉科医院（ア・耳） 菊池市 0968（24）2551
永田歯科医院 大津町 096（293）0588

休日在宅当番医
※ 変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレ
ホンサービスセンター☎ 0968(25)3300 でご確認ください。

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
認

知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
５
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館

※
講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し

上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
ご
家

族
を
対
象
に
「
家
族
の
つ
ど
い
」
を
２

カ
月
に
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
み
ん

な
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
ま
せ

ん
か
。
忙
し
い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間

と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
５
月
30
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

内　
容　
介
護
ミ
ニ
講
座
、
茶
話
会

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講

師
役
と
な
る
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」

の
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き
・
と
こ
ろ

第
１
回　
６
月
3
日
（
日
）

　
大
津
町
オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ

第
２
回　
６
月
16
日
（
土
）

　
菊
池
市
福
祉
会
館

　
と
も
に
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

対
象
者　
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
人
。　

▼
認
知
症
介
護
指
導
養
成

研
修
修
了
者
▼
認
知
症
介
護
実
践
リ
ー

ダ
ー
研
修
（
認
知
症
介
護
実
務
者
研
修

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
き
く
ち
４
月
号
24
ペ
ー
ジ
「
市
役

所
組
織
・
機
構
の
改
編
を
行
い
ま
し
た
」

の
記
事
で
、内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

財
政
課　
▼
財
政
係
▼
入
札
管
財
係

商
工
観
光
課　
▼
商
工
労
政
係
兼
中
心
市

街
地
対
策
室
▼
観
光
振
興
係
▼
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

講
演
・
講
習

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修

専
門
課
程
）
修
了
者
▼
介
護
相
談
員
▼
社

団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
会
員
▼

菊
池
市
認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

修
了
者
▼
介
護
従
事
者
▼
医
療
従
事
者

申
込
期
限　
５
月
18
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

笹
ささもと

本　乃
の あ

愛ちゃん
（２歳○菊　東原）
父：龍生さん　母：麻莉央さん

お
し
ゃ
べ
り
大
好
き

☆
お
菓
子
大
好
き
☆

H22年
5月14日
生まれ

後
ごとう

藤　帆
ほなみ

南ちゃん
（３歳○菊　亘）
父：秀典さん　母：仁美さん

杏
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
と
い
っ
ぱ
い

あ
そ
ぼ
う
ね
！

H21年
5月28日
生まれ

柴
しばた

田　和
かずと

翔くん
（１歳○菊　立石）
父：義和さん　母：法子さん

パ
パ
、マ
マ
大
好
き
♡

お
姉
ち
ゃ
ん
た
く
さ
ん

遊
ん
で
ネ
☆

H23年
5月31日
生まれ

水
みずかみ

上　歩
あゆむ

くん
（２歳○旭　楠原）
父：信彦さん　母：愛さん

H22年
5月10日
生まれ

お
外
で
、遊
ぶ
の
大

好
き
!!

萩
はぎわら

原　華
はな

ちゃん
（２歳○旭　平）
父：真一郎さん　母：久美子さん

青
あおき

木　愛
あいと

虎くん
（３歳○旭　新明団地）

れ
な
ピ
ヨ
大
好
き
♡

い
っ
ぱ
い

遊
ぼ
う
ね
!!

H21年
5月26日
生まれ

吉
よしおか

岡　澪
みおな

那ちゃん
（３歳○泗　富の原中央）
父：悦二郎さん　母：結加里さん

そ
う
に
い
ち
ゃ
ん
、

大
好
き
だ
よ
！

H21年
5月31日
生まれ

青
あおき

木　麗
れ な

愛ちゃん
（１歳○旭　新明団地）
父：慎哉さん　母：梓さん

あ
い
と
に
い
に

大
好
き
♡
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
ね
!!

H23年
5月30日
生まれ

田
たなか

中　斗
とうま

実くん
（２歳○泗　富の原台）
父：信悟さん　母：藍子さん

H22年
5月6日
生まれ

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
、遊

ん
で
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。大
好
き
だ
よ
。

鈴
すずき

木　紗
さ わ

和ちゃん
（３歳○泗　朝日団地）
父：大樹さん　母：陽子さん

毎
日
、元
気
に

保
育
園
に

通
っ
て
い
ま
す
♪

H21年
5月19日
生まれ

内
ないとう

藤　拓
たく

くん
（２歳○菊　甲森北）
父：大資さん　母：雅美さん

越
おおい

猪　陸
りくと

斗くん
（２歳○菊　金峰）
父：直樹さん　母：由香子さん

に
い
に
♡

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

あ
そ
ぼ
う
ね
♡

H22年
5月13日
生まれ

藤
ふじえ

江　芽
め い

衣ちゃん
（１歳○菊　藤田）
父：忠さん　母：美絵さん

H23年
5月20日
生まれ

お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
、い
つ
も
遊
ん

で
く
れ
て
あ
り
が
と
う

H22年
5月24日
生まれ

晴
兄
・
尋
兄
・
ま
り
な

姉
、こ
れ
か
ら
も

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ネ
。

夜
、お
兄
ち
ゃ
ん
を

ト
イ
レ
へ
、
連
れ
て

行
っ
て
あ
げ
ま
〜
す
！

H22年
5月12日
生まれ

相
談

と　
き　
５
月
14
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

　

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

相
談
担
当
者　

弁
護
士
、
民
事
・
家
事

調
停
委
員
、
法
務
局
職
員

内　

容　

民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題
、

破
産
問
題
、
離
婚
・
相
続
な
ど
の
問
題
、

登
記
、
人
権
問
題

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

　

☎
０
９
６
８
（
44
）
５
１
４
１

と　
き　
５
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

相
談
員　
不
動
産
鑑
定
士　

２
人

相
談
内
容　

不
動
産
の
価
格
、
賃
料
お

よ
び
利
用
に
関
す
る
こ
と
。
そ
の
他
不

動
産
に
関
す
る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
先　
公
益
社
団
法
人
熊
本

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
５
）
５
０
２
０

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家

族
が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症

に
つ
い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か

分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
お
悩
み
に
お

応
え
で
き
る
よ
う
、「
も
の
忘
れ
相
談
」

を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
専
門
の
医
師
、

専
門
の
職
員
に
よ
る
相
談
会
で
す
。
ご

家
族
だ
け
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
す
。
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
会
議
室

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

と　
き　
５
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
５
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
徴
税
課

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
徴
税
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
８

無
料
法
律
相
談
会

不
動
産
鑑
定
巡
回
無
料
相
談
会

も
の
忘
れ
相
談
会

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

私たちは 兄 妹
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